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第 65回　座 談 会

「部活動指導の現状と課題」

令和５年12月22日（金）　於　浦和コミュニティセンター

座　長：石　塚　貴　久　高体連副会長（県立越谷西高等学校長）
進　行：鈴　木　紀　幸　高体連理事長
出　席：前　田　　　薫　教諭　（県立春日部高等学校：陸上競技専門部）

土　田　晃　大　教諭　（武南高等学校：バスケットボール専門部）
津　坂　宗　秀　教諭　（県立与野高等学校：剣道専門部）

■高体連理事長　鈴木
先生方こんにちは。学期末の大
変お忙しい中、お越しいただきま
してありがとうございます。本日
は、令和五年度高体連会報第68号
に掲載する「座談会」ということ

でお集まりいただきました。本日の進行を務めさせてい
ただきます高体連の理事長の鈴木でございます。どうぞ
よろしくお願いいたします。それでははじめに、本日の
座長を務めていただきます高体連副会長石塚　貴久から
ご挨拶を申し上げます。
■高体連副会長　石塚

みなさんこんにちは。座長を賜
りました石塚でございます。よろ
しくお願いします。本日はお忙し
い中、県高体連会報座談会にご出
席いただきましてありがとうござ

います。さて、ご案内の通り、平成30年３月にスポーツ
庁が「運動部活動のあり方に関する総合的なガイドライ
ン」を公表しまして、それ以来、本件では埼玉県の「部
活動のあり方に関する方針」が策定されまして、それを
受けて各学校が部活動の活動方針を策定し、運用すると
いうような部活動改革が推進されてきております。さら
に令和４年12月には「学校部活動及び新たな地域クラブ
のあり方に関する総合的なガイドライン」が改定されま
して、学校部活動の適正な運営や効率的、効果的な活動
のあり方とともに新たな地域クラブ活動を整備するため
に必要な対応について、国の考え方が示されたというと

ころでございます。このような中、いかにして生徒の夢
や希望を叶え、ニーズに応えられる持続可能な運動部活
動というものを実現していったら良いのか、県高体連と
して議論を深めていく必要があると、このように思いま
す。みなさまが普段感じていることや考えていること、
工夫されていることなどを伺いつつ、今後の埼玉県の運
動部活動のあり方を考えていくヒントが得られるような
話ができたら幸いというふうに考えております。先生方
には部活動を実施していく上での現状や課題について、
また部活動マネジメントの中で日頃大切にしていること、
時間、場所、練習内容や方法の工夫、選手とのコミュニ
ケーションの取り方などについて自由闊達な意見交換を
していただきたいと思います。本日はひとつ肩の力を抜
いていただきまして、和やかな雰囲気で会を進めたいと
思います。ご協力よろしくお願いします。
■鈴木
ありがとうございました。ご挨拶にもありましたが、
本日は「運動部活動の現状と課題」ということで進めさ
せていただきたいと思います。主に先生方のこれまでの
ご経験の中で、培ってこられた指導方法とか考え方とか、
色々あると思います。そのようなところを含めて、意見
交換していただければと思いますので、よろしくお願い
いたします。それでは、座長を石塚先生にお願いいたし
まして、この後は会の進行の方をお願いしたいと思いま
す。よろしくお願いします。
■石塚
それではまず本日ご参加いただいている先生方から自
己紹介をお願いしたいと思います。参加者のみなさまは、
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お名前、所属、指導歴などにつきまして自己紹介をお願
いいたします。前田先生から順番によろしくお願いいた
します。
■陸上競技専門部　前田

春日部高校の陸上競技部の顧問
をしております前田と申します。
本日はよろしくお願いいたします。
私は今年度から春日部高校に赴任
したので、まだ春日部高校半年し

かないのですが、この学校の卒業生でもあるので、春日
部高校自体は３年と半年間は触れさせていただいている
というところです。私自身の指導歴は、教員１１年目に
なり、川口工業高校に10年間おりました。私は、短距離、
跳躍、投擲の顧問で、もう一人の顧問は高校時代の同級
生で高野先生、そして長距離で秋庭先生の３人体制で部
活動を行っているという感じになります。本日はよろし
くお願いいたします。
■バスケットボール専門部　土田

武南高校の土田と申します。本
日はどうぞよろしくお願いいたし
ます。男子バスケットボール部の
監督を務めております。教員８年
目で顧問の指導歴としても８年目

になります。私も春日部高校の出身でして、そちらでバ
スケットを３年間教わりました。現在は、高体連のバス
ケットボール専門部で高校の先輩方がたくさんいらして、
お世話になっております。本日はよろしくお願いいたし
ます。
■剣道専門部　津坂

与野高校の津坂でございます。
現在、剣道専門部の委員長を仰せ
つかっております。剣道部の顧問
としては、30年ということになり
ます。こういう座談会を通して私

もまた色々と勉強させていただきたいと思います。本日
はよろしくお願いいたします。
■石塚
今自己紹介いただきましたが、若い先生方から大ベテ
ランの先生方までということで、いろんなご経験の違い
だとか、あるいは考え方の多様性とかあると思います。
また競技性も個人、集団、武道ということでバラエティ
ーにバランスよく富んでいるというところでございます。
ぜひディスカッションの方を深めていただければと思い
ます。それでは早速本題にということでございますが、
まずは事務局から資料の説明をお願いいたします。

■鈴木
それでは資料の方ですが、お手元に一枚、本日の概要
を配らせていただきました。まず昨年度の話からすると、
昨年度は、連続してインターハイに選手を送り出してい
ただいているような先生方に、この場に来ていただきま
した。例えば、どうやって勝ち続けているのか、中には
勝つためには当然練習とか選手との対話も関係性は必要
だけれど、実は家族とのコミュニケーションも大事なん
だといった話題もありました。家族の理解がないとなか
なか土曜日、日曜日に練習に出ていくのも難しいなど、
ざっくばらんにお話をしていただいたところです。先ほ
どあったように肩の力を抜いて、先生方が日頃お考えに
なっていることをここでお話いただきながら、今後高体
連の先生方が座談会の資料を読んだ時に、ああ、なるほ
どと、ヒントになるような言葉が引き出せればいいなと
いうふうに考えております。
指導方法のことや練習の具体的な内容のことですとか、
あとは選手との人間関係、コミュニケーションの取り方
などの話題もあります。あるいは集団競技であるバスケ
ットと個人競技である陸上、武道の違いみたいなのもあ
ると思いますので、そのような点も話題の中に入ってく
ればと思います。日頃の先生方の思いや考えをお伝えい
ただければいいかなと思っております。リラックスして
進めていきますので、どうぞよろしくお願いします。
■石塚
よろしくお願いします。座談会の概要の資料の方にも
書いていただいていますが、メインテーマという部分で
は、「運動部活動の指導の工夫」というところが大きな
部分ということになっております。運動部活動の指導に
ついて、それぞれの先生方の普段のご指導上の工夫につ
いて、普段行っている練習の中で指導方法や何か工夫さ
れていることはありますか？というご質問をさせていた
だきたいと思います。その後、具体的な効率的な練習や
選手モチベーション、自主性の育み方など、そういった
ところも用意しておりますので、お答えいただきたいと
思います。それ以外のことや先生方の方から、こんなこ
とをテーマにさらに話し合ってみたらよいのではないか。
といったことがあれば、ぜひご提案いただければありが
たいと思っております。
それでは、はじめの質問ですが、現在行っている練習、
それぞれの部活動の練習の中の指導方法等で、工夫され
ていることを教えていただければありがたいと思います。
前田先生の方からお願いできればと思います。
■前田
私の立場から言えば、まだ川口工業高校時代の10年間
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の方がすごく根強く残っているので、集団生活とかがな
かなか難しい子たちから、今の春日部高校ではある程度
人格ができた子供たちと接することになり、かなり接し
方に違いがあります。その中でも、部活動をやっている
のは生徒なので、彼らの目標が＝私の目標だよ、という
ことは常に一番大事にしていることです。練習指導の方
法というのはなかなか難しいです。彼らが求めているも
のをより鮮明にしたものを提示できるように、私が工夫
して提示しているという認識になっています。彼らが練
習を自分たちで考えたいというのであれば考えさせるし、
「こういう練習がしたい」と言うのであれば、「こういう
ふうにしたらどう」という一つの助言者みたいに、コー
チングというお膳立てをしている立場に私がいるべきか
な、というのはすごく大事にしながら練習メニューを組
んでいます。
■土田
集団スポーツにおいて非常に難しいのが、監督である
私の立場の発言が非常に強くなりがちなところなのです。
ただ監督としてはそこも必要な部分なので、トップダウ
ンで私から指示をすることと、あとは今前田先生がおっ
しゃったような、生徒がどういったバスケット選手にな
りたいのか、どういったプレイ、どういった練習をした
いのか、ということを引き上げるボトムアップの部分を
うまく両立、組み合わせをするということを念頭に置い
ています。ただ、本校体育館事情は非常に悪くて、バス
ケットコート一面の体育館しかなくて、それを６団体で
分けているというような状況なので、多分中学校と同じ
ぐらいの使用頻度です。それを男女バスケット部で分け
ているので、１時間半でバスケットコート半面しか使え
ないというような状況での練習になるので、なかなかボ
トムアップを期待しすぎると、時間がそこで全部費やさ
れてしまって、結局充実したバスケットの練習はできな
くなってしまいます。この部分も含めると、こちらの工
夫も必要ですし、生徒にこの１時間半ですべて出し切れ
というような形で話をしているので、90分ですけれども、
彼らは終わった時に充実感を持って非常に疲れた顔して
部活動を終えるという状況です。工夫という点では切り
替えの速さだけは、とにかくどの学校にも負けないぐら
いに、この練習メニューから次の練習メニューに切り替
わるスピードというのは本当に一瞬だと思います。うち
は工夫の一個としては大きなホワイトボードを練習中に
用意して、その練習メニューの流れ、最後の練習メニュ
ーというところまで全部マネージャーに書いてもらって、
それを常に彼らは意識して、次はこのメニュー、その次
はこのメニューということを理解している状態で練習を

やっているという状況です。
■津坂
剣道は比較的、練習が短時間です。多分どこの学校も
平日はだいたい長くて２時間か２時間半ぐらい、休みだ
と練習試合とかそういうのは別にして、２時間から３時
間ぐらいだと思います。現在勤務している与野高校の場
合には、私も異動して２年目でして、剣道部員の数は、
ほとんどいなかったものですから、少人数でやっている
のであっという間に終わってしまいます。前任校は40人
位の部員数だったので一つのことをやっても、何回も入
れ替えてやらなくてはいけなかったのですが、今は、何
か練習すると一回で終わるので、与野高校では前任校の
時と同じ練習をしても、平日は１時間20分ぐらいです。
休日でも１時間40分とか２時間弱ぐらいで終わります。
どちらかというとあまり部活動に時間を縛られないで活
動ができるというか、そういう部分があると思います。
それから、あとは剣道場が独立していますので、環境的
にも非常に恵まれていまして、例えば土田先生が言われ
た体育館をいろんな部活で時間を割り当ててとなると、
後半にあたった時は待っていて、その間に別のトレーニ
ングやっているとか、いろいろ効率を考えていらっしゃ
ると思うのですが、そういった部分で体育館が空いてか
らからやりましょうとなると、どうしても後半になって
練習中の時間が終わるのが遅くなるとかもあると思いま
す。陸上競技だと、天候に左右されて、今週はこういう
練習やりたいと思っていても長雨が続いてしまってメニ
ュー変えざるを得ないとか、そういったことも出てくる
のではないかと思っていて、そういった部分で言うと剣
道は専用の剣道場があって、時間的にもそこだけ専用で
使っていますから、ある程度学校の放課後の時間に合わ
せて、すぐに練習できている学校が多いのではないかと
感じています。その中で、それぞれの学校が色々と工夫
されているところはあるのではないかなと思いますので、
またその辺は追って色々とお話できればなと思っていま
す。
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■石塚
ありがとうございました。それでは、次の質問という
ことになります。運動部活動を運営していく上で、最も
大切にしていることを教えていただきたいと思います。
■前田
運営していく上で大切なことは、高校生の仕事ってな
んだろうとなった時に、勉強と部活動の両立であり、こ
の２つが仕事なので、学校生活との両立をしっかりして
いけるようにさせることが運営をして行く上で大事であ
ると思います。
春日部高校は月曜と水曜日が基本的に７限までで、５
時まで授業があります。放課後は５時から部活動になり
ます。いかに短い時間でやろうかと思うのですが、５時
のスタート時点で生徒はかなり疲れた状態でグラウンド
に来ます。頭を使ってディスカッションなどをして、ま
たＳＳＨをやっているので研究してパソコンと向き合っ
て目がショボショボして出てきます。その中できつい練
習をやるぞと言っても、なかなか難しかったりします。
意外と次の日ケロッとくるのかなと思っても、「前日も
２時まで勉強していました。」「今日の睡眠時間５時間ぐ
らいです。」「朝飯はなんとか食べてきたんですけど、１
時間かけて学校に登校して、電車の中でも立って勉強し
て」といったように、メンタルが前の学校の時とは比べ
られないくらい、大人みたいにすごい疲れている感じが
あります。「じゃあ今日はやめとこうとか」、「あなたは
ちょっと今日は疲れているから、メニュー落としておこ
うか」など、その時その時で配慮してあげないと、集団
スポーツではないので一人一人うまくやってあげれば、
部活動と勉強が両立していけるなという自信に繋がって
部活動も頑張ってやっていこうということにつながると
思います。部活動を運営して行く上で大事なことは、学
校との両立をさせるために部活動が重荷にならないよう
にしています。人と人との決められたメニューをやらせ
るだけではなくて、彼らの両立を図ってあげながら部活
をしていくってことが運営していく上で大事なことなの
かなって思います。長距離の監督の秋庭監督は、春日部
高校に15年以上いる素晴らしい方がいるのですが、そう
いうのは結構大事にされていると思います。
■土田
私も本当に同じような形で、本校は学力がある程度高
い子からかなり苦手だけどなんとか入れてしまったとい
うように学力の幅が広い学校です。そこで、勉強と部活
動の最低限の両立という話をいつもしています。テスト
期間になれば、部活動をオフにするので、その10日から
数日間のテスト期間があって、赤点２個も取るのはさす

がにダメだよねというような、下の方の最低限の両立と
いうことで話はさせてもらっています。よく生徒に話を
するのは、部活動をやる最大の目的は『人間力の育成』
というところの話をしていまして、やはり学校生活だけ
では学べない挨拶の部分ですとか、礼儀の部分というと
ころもきちんとやれるように、なかなか難しい時代だな
とは思いますが、そこはやはり部活動をやったからこそ
得られるものだと思います。あとは言われなくても自分
から動いて仕事を見つけて、他の人のために働くことが
できるというような、そんな視野の持ち方と言いますか、
そういったところは部活動バスケットの選手としてでは
なくて、バスケット部の活動を通して学んでほしいし、
自分で気づけるような人間になってほしいなという形で、
いつも指導しているつもりではあります。
■津坂
一番の根本的なところはやはりその生徒に合わせてい
かにやる気にさせて、その気にさせるかというのが我々
のやらなければいけないことなのかなと考えています。
先ほど前田先生からも土田先生からもありましたけども、
勉強との両立で、勉強との板挟みになってしまって、苦
しんでいるというようなこともあるでしょうし、その競
技そのものが伸び悩んだりとか、あるいは人間関係で悩
んだりとか、時には顧問と部員との関係もあるでしょう。
先輩と後輩、部員同士の関係、あるいはその同学年のこ
ともあるでしょう。そういった部分のところも全部含め
て、我々は部員が安心して学校生活、いわゆる部活動と
の両立をやっていけば大丈夫なんだというような気持ち
にさせて取り組ませることが、まず大前提なのかなと思
います。剣道は他の競技と全く違うところがあって、顧
問も練習するんです。剣道は歳を取ってもやれるもので
すから。そういった部分では、一緒に稽古をするという
ことが他の競技ではほとんどないことなのかなと思いま
す。私はずっと、どんなことがあっても防具を着けて、
竹刀を持って子供たちと稽古するというところの持論は
全く変わらずやってきました。ただ、いろんな先生がい
らっしゃるので、同じ剣道の先生でも自分は全くつけず
に、言葉だけで指導される先生もいらっしゃいます。い
ろんな考え方があると思いますが、私の持論としては、
言葉もあまりうまく伝えられるような方ではないので、
どちらかというと防具を着けて、一緒に稽古をやって、
竹刀を交えて会話をするというようなやり方でずっとや
ってきたなという感じがします。
この後、どれだけ体が続くかどうかわからないですが、
そこは最後までやり続けなければいけないかなと、やれ
なくなったら顧問を降りる時だなと、私の中では持論と
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して持っております。
■石塚
大変具体的なところも聞かせていただきまして、あり
がとうございました。いろんな意味で、やはり学校の現
場の先生方ということで、学校生活と部活動をいかに両
立させていくか、というところを非常に気をつけていた
だいているということがよくわかりました。
次にお聞きすることが、それぞれの競技の年間のスケ
ジュールと、それに対応した練習方法についてのお考え
があればということですが、この質問設定について何か
補足や趣旨はありますか。
■鈴木
これは私の話で申し訳ないですが、私も今は高体連の
理事長やっています。その前は学校現場でハンドボール
部の顧問をやっていました。活動には、シーズンという
考え方があって、オンシーズンとオフシーズンがあり、
それぞれのシーズンの中で練習していくことは変わって
くると思います。より子供たちのためになる練習って何
だろうといつも考えていて、顧問によっては、冬場は全
くボールを使わないでトレーニングしている学校もある
し、冬でもボール競技なんだから、ボールは触っていな
いとボールセンスが磨かれないとお考えの方もいます。
今、津坂先生におっしゃっていただいたように、その指
導観というものの中で、自分ができる限りは一緒にやる
という方もいれば、外で見て指導している人もいます。
様々な考え方があるとは思いますが、練習するに当たっ
ては、施設の関係、時間の制約がある中で、１年間の中
でスケジュールを組んで、練習を組み立てていかなけれ
ばいけないと思っています。そのあたりの考え方は、参
加者の先生方は、どのようにしているのかと思っていま
す。例えば、４月頃からは新入生も入ってきて、チーム
に活気が出てくる頃であり、５月頃の関東予選や６月、
７月頃のインターハイ予選があります。それに向けて少
し練習量を増やしいくこともあると思います。それまで
の冬場はどんな練習、どんなトレーニングやっているの
か、体作りをベースにしてやっていくのか、それとも競
技を常に続けながらやっていくのかなど、練習スケジュ
ールの組み立て方みたいなものが、もしあれば教えても
らいたいと思います。私は、ボール競技なので、ボール
は１年を通じて触っていないとダメだと考えています。
トレーニングするのでも常にボールは触らせています。
冬場は、ボールが固くなっていたり、手の皮も乾燥して
いるので指の間が割れてしまうこともあります。すごく
痛いのですが、でもボールに触る感覚はすごく大事にし
ています。ハンドボール競技は、シュートを決めて点を

争う競技で、シュートを打つ時の最後の指先の引っかか
り具合で狙ったところにボールが行くのか、シュートが
外れるのかが決まってきます。そうなると、その感覚と
いうのは常に持ってなければいけないと思い、冬場でも
ボール練習は取り入れてきました。競技によってそれぞ
れ考え方とか、やり方とか違ってくるし、特性もあるで
しょう。みなさんどのように年間のスケジュールを組み
立てて、その中で練習を効率よく行っているのかなと思
っています。抽象的な質問の仕方で申し訳ないのですが、
これまでの先生方の経験の中での話でも結構です。ある
いは津坂先生に関しては、これまで長い間多くの学校を
経験されていたと思います。大宮東高校のように強豪校
でも指導された経験もあって今に至っていると思うので、
その指導の中での考え方として、年間のスケジュールは
どういうふうに捉えてやっていらっしゃったのか。ある
いはその練習の方法も、夏場多く冬場はトレーニングを
ギュッと短くとか、そんな工夫されているようなところ
があれば、教えて頂ければと思います。

■石塚
ありがとうございました。文科省の方針の概要を見る
と、日本は一つの競技に一意専心みたいなところがあり
ますが、そうではない国もあり、メインシーズンは自分
のメイン競技をやって、オフシーズンは違うスポーツを
するということもありますよね。そうは言っても、今、
先生方がご指導されている中で、年間のスケジュールを
どのように考えていらっしゃるかということ。加えて、
もし今はやっていないけど、今後こういうふうなことも
考えたいというのもあれば、教えていただけると非常に
弾むと思いますので、よろしくお願いします。それでは
前田先生からお願いします。
■前田
まず短距離と長距離で考え方が変わるのですが、長距
離の秋庭先生曰く、長距離は冬場がメインシーズンで、
駅伝は２月にありますが、その４ヶ月後に競技場のトラ
ックレースがあるので、年中シーズンという認識になり
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ます。ロードとトラックという目標とする大会に向けて
練習内容は変わるという認識です。１年間通して全部シ
ーズンで、１年間通して走る距離とか、走る強度が変わ
るというだけで、特にそこまで変わらないというか、こ
の時期だからとかというのは特にないという認識はある
そうです。私は短距離と投擲で、基本的には11月から２
月ぐらいはオフシーズンと言われるところです。鍛錬期
と言われるところで走りはするのですが、距離は長かっ
たり、筋力的なところをメインにしてやっていたりとい
うのが通例です。最近冬場でも暖かくもなってきている
ので、少しずつ感覚的なところでスタートダッシュとか、
跳躍練習とか、投擲とかという最大出力でやってもよい
のかなという気はします。逆に言うと、オーソドックス
でやってきた冬に筋力トレーニングとか、長い距離を踏
んでいるにも関わらず、夏に怪我するトップアスリート
とか、高校生もいるので、もしかしたらそれも不正解な
のかなという疑問は、常に抱きながら何が正解かを求め
ているという感じです。
■土田
バスケットはチームスポーツなので、１年間、特に新
チームが始まる時の１年生２年生という２学年でチーム
を組むようなイメージで、４月に良いルーキー来たら嬉
しいなと。ただ３年生と混じるとなかなか戦力としては
少しおぼつかないので、２学年でチームを構成するよう
な感じになります。ピークはほとんどの高体連に所属し
ている100何十校のうち、本当に最上位のチームは、メ
インが12月に行われるウインターカップになるかと思う
のですが、ほとんどの学校が未だに６月、７月に行われ
る学校総合体育大会が引退のタイミングなので、本当に
引退の時期は半年変わってくると思います。本校ははち
ょうど今その真ん中にいて、９月の県予選で負けて引退
というようなところになります。ただ６月のインターハ
イ予選が一番のピークかなというところは、まだ変わら
ないので、７月に新チーム発足、６月に引退というのは、
そんな形の１年間のスケジュールの中で、ピークを６月
に持って行きたいというふうに考えた時に、７月に新チ
ームを発足して、８月に合宿に行きます。あとこれは僕
のやり方ですが、７月の最後には必ず母校の春日部高校
に行ってボコボコにされて、新チームを始めるというの
があります。８月に合宿を行って夏の大会があって、そ
こからは少しトレーニング期になるかなと。９月、10月
は少し体を大きくできるような食事の栄養講習会も開い
て、トレーニングの期間に当てています。11月に新人大
会があって、１月に県大会があったりするので、ここま
ではずっとオンシーズンで続いていくというところにな

ります。１月の下旬は、私立高校は入試が始まってくる
ので、このタイミングが５連休丸々お休みになったりし
ます。１、２月が若干のオフシーズンにはなるかなとは
思いますが、３月、４月、５月とほとんど大会も続いて
いくので、ピークが休みなく１年間通して行くような形
なので、やはり絶えず怪我人というのは出てしまいます。
体作りや栄養面というところも本当に声はかけているの
ですが、自分の中でも課題にしているところではあるの
で、１週間のスケジュールで言えば月曜日はオフなんで
すけれども、もう少し計画的に作っていきたいなという
のが自分の課題になります。
■津坂
剣道の場合は、５月に関東予選で６月にインターハイ
予選で、10年ぐらい前までは11月に新人大会だったので
すが、今全国選抜が３月にあるもので、その予選を兼ね
て11月では早すぎるだろうということで、今は１月開催
にしています。そのため、年に３回ある中で、インター
ハイに行く学校は男女１校ですから、個人入れても２名
ですからね。２、３校の学校だけが８月のインターハイ
に行くということで、ほとんどの学校さんの３年生は、
６月のインターハイ予選、あるいは７月の福岡で行われ
る玉竜旗大会というのがありますが、それで引退をする
という形になります。そこから考えた時に、剣道は年に
３回県大会あるのですが、どちらかというと今の主流は
もう年間通して練習試合、練習試合、遠征会、練習試合
というので、あまりオフシーズンっていう感覚はないで
すから、多分どこの学校さんも例えば竹刀をもう握らな
い時期で、１、２ヶ月でひたすらトレーニングだという
のはあまり埼玉では聞かないのではないかと思います。
やるとすれば年間で体力づくり、年間で稽古ということ
で、朝練をトレーニングにしたりとか、夕方の練習を稽
古にしたりということで、やっているところがあると思
います。それと同時に、ほとんどの学校さんが７月から
８月から新チームがスタートするのですが、個人競技と
いえどもチーム作りというのはすごい大事で、１年間通
じて７月、８月のところから新キャプテンが決まって、
最初の１ヶ月と11ヶ月経った後の最後の１ヶ月が同じキ
ャプテンの技量ではチームが全然、あるいはそのチーム
力が全然成長してないということになります。そういう
１年間通して、夏休みであれば合宿とか、遠征。そして、
冬休みになれば、また合宿とか遠征。冬になれば寒稽古、
春休みになって合宿遠征。いろんなところで、少しずつ
チーム作りをしながら、その中でそのチームのレベルに
あった個々の技量をどういうふうに上げていくかという
形になってくるのではないかという感じがします。平成
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30年でしたかね、部活のあり方のガイドラインというこ
とで、平日１日休みで土日どっちか休みにしましょう、
働き方改革っていうのがそこにあったのかどうかわから
ないですが、これで果たして本当に剣道で私立に勝って
全国に行けるのかなとか、関東や全国に行って私立の学
校に太刀打ちできるのかなというのは本当に感じました。
■鈴木
去年あたりはインターハイの入賞数が、これまでにな
いぐらいの低い水準でした。埼玉県としても90という数
字は過去あまりないです。平成25年ぐらいからの数字を
追っていくと、だいたい毎年120ぐらいが平均で、イン
ターハイでも入賞していく選手が多かったです。コロナ
も明けて、制限が撤廃になった今年度は100を超えて110
に近い数で入賞者が出ました。団体でも優勝者が体操と
か、相撲とかで団体優勝、個人でも結構22種目優勝があ
りました。インターハイで22も優勝したことはなかなか
ないです。
■石塚
人それぞれ考え方、生徒も違うと思うのですが、１位
がどうこうではなくて、勝とうと思ってどう取り組むか
ということが重要だと思います。津坂先生も最初におっ
しゃっていたように、どうやってやる気にさせるかとい
うのは大事だということで、主体性みたいな点ですね。
コロナになったということで、その不自由な環境の中で、
いかに精度を上げていくかというところですね。本当は
もっと練習すれば、もっと入賞が出たかもしれないです
が、それができなかったですね。でも、その中で練習の
精度が上がって、効率化が図れていく中で練習時間の縛
りが開放されたことによって、過去よりもより精度の高
い練習を十分にできるようになったということで、一気
に入賞できたというのも考えられなくもないかなと思い
ます。だから逆に言うと、本当に勝とうと思ったら、必
要な時間はやはりあると思います。いかに精度を上げて
いくかということが、肝になってくると思います。僕は
陸上ですが、例えばハードル走をやっていていいイメー
ジで終わるというのも大事なところがあります。精度を
上げていいイメージで終わっていくというのも大事で、
体力づくりも大事です。予選、準決勝、決勝と上がって
いくと、それなりに体力がなければやっていけないです。
うまくバランスを取って、日によって工夫してうまいこ
とその限られた時間に当て込んでいくということも必要
になってくるとも思っています。なかなかうまくいかな
いですけどね。
では、続きということで先ほど年間スケジュールの中
での練習方法に対する考え方、工夫ということで、先ほ

どの話の中でも出てきたと思うのですが、練習を進める
上での練習時間確保、どういうふうに練習時間確保して
いくのか。これは部活動そのものの時間もあると思いま
すし、プライベートの時間などをどう工夫するかという
こともあると思います。また、練習場所の確保ですね。
外の部活は日没にも影響され、明るいところで広いとこ
ろでなければできない練習と、そうでなくてもできる練
習などいろいろあると思います。そこで練習を進めてい
く上で、練習時間確保や場所の確保について何か工夫さ
れていることなどについて教えていただければと思いま
す。

■鈴木
合わせてになるのですが、例えば今は短い時間で効率
よくというのも、一つ練習方法の工夫だと思いますが、
先ほど土田先生はもう全体の流れをまずは生徒に伝える
とか、それを理解させた上で練習に入って切り替えの速
さでというところの話しがあったと思います。そのよう
な短時間で練習の組み立て方、あるいは津坂先生からあ
りました休養日の取り方の工夫のようなものがもしあれ
ばお願いします。授業が終わった後の５時に部活に行く
となかなか時間が確保できなくなってしまうので、そう
いう時はもう思い切って休養日にするなど、どこかでリ
フレッシュさせて、また部活に向き合ってもらうという
ことも考えられると思います。時間と場所と工夫みたい
な形でお話いただければと思います。
■石塚
わかりました。ポイントとしては、練習時間の確保、
場所の工夫ですね。短時間での効率化、あるいは休みの
取り方ですね。また、１日の時間の中での時間の使い方
の工夫など、そういったことについて複合的にというこ
とでお願いしたいと思います。今度は土田先生からよろ
しくお願いします。
■土田
体育館の割り振りは、90分の体育館半面という状況は
変わらないので、それ以外のところの工夫をということ
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でお話しさせていただきます。いわゆる朝練の時間、こ
れは本校はどの部活も朝練をやっていないので、勉強と
の両立をするために朝の時間をうまく工夫してください
ということで、学校全体ではなっています。逆に、その
時間にバスケットを自主練でやることもできるというよ
うな環境はあるので、プレッシャーは与えずに使ってい
いと言っていると、30人ぐらいいる生徒のうちの５人ぐ
らいが朝練をしています。あるいは部活が終わった７時
の後の８時半までの時間は自主練をすることができるの
で、帰りが少し遅くなってしまう子もいますが、そこは
20人以上の子が残って最後までシュートの練習して、と
いうようなことしている子は多いです。高校生なので強
制は一切せず、自分でどう時間を使うかということを考
えなさいということで、自主練の時間をなるべく体育館
を開けてあげられる時間を長くしてというのは工夫の一
つかなと思います。あとは月曜日は毎週オフなのですが、
木曜日に関しては体育館ないので、外部の武道センター
の体育館をお借りして、これも１時間半ですが、川口市
武道センターをお借りして使っております。普段は半面
でしか練習できないので、土日は試合形式での練習をと
いうことで、多くの学校さんにお邪魔させていただく形
で練習試合を行わせていただくことで経験値を積めてき
ていると思います。休養というところでは自分の中でも
課題ではあるのですが、その前半後半と別れていく中で、
後半の時間５時半からですが、勉強して１時間半待って
なさいという話はしますが、している子３割、友達とし
ゃべって遊んでいる子７割だと思いますが、意外とそん
な時間も生徒たちを楽しんで過ごしている様子で、後半
だと嫌ですというような声はあんまり聞こえなくて、部
活動に充実感を持ってやってくれているのかなというふ
うには思います。そのため、体を休めるっていう部分で
は、私の本当に課題として持っているところです。ただ
生徒が意外と時間的にキツキツというのは、今のところ
は受けてないような印象です。
■津坂
先ほど言ったように、与野高校の部員の能力的なもの
というのはそんなに高くはないところですので、今私が
考えているのは剣道って楽しいなというように思っても
らえるように日々練習をしたらいいなと考えています。
勝ちたいとか、そういうのはまだ意識にはまだ出てきて
いないので、まずは「剣道は楽しいな」、「続けたいな」
ということで、どうしたらいいかということを考えてい
ます。１時間15分から１時間半ぐらいの練習ですから、
同じ練習あまりやらないです。剣道というのは専門的な
言葉になりますが、例えば基本稽古でも仕掛け技とか、

それから応じ技とか、引き技とか、そういうものがあり
ますので、今日は仕掛け技とか、今日は応じ技とか、そ
ういうふうにして、また昨日と同じ練習とかというふう
にならないようには、なるべく心がけてやっています。
それから部員が少ないので、できるだけいろんな人と稽
古をやる、いろんなタイプと稽古をやるというのが大事
なことになってくるので、合同練習であったり、あるい
は近隣の中学校の中にも足を運んでもらって、中学生と
合同練習をしたり、あるいは中学生を教えることによっ
て、自分もまた勉強になるということもありますので、
そういったこともやりながら今やっている状況です。夏
がとにかく暑いです。武南高校さんは冷房ついています
か。
■土田
体育館はついてないです。剣道場にはついていますね。
非常にいいです。
■津坂
剣道も熱中症はあるので、こまめに水分補給してやり
ますが、もう少し涼しいところでやりたいなと思ってい
ます。今年の夏は５日から７日ぐらいは、大宮武道館な
ど冷房のあるところでやらせていただきました。
■前田
これは秋庭先生がお話ししていたのですが、長距離は
今年の結果は駅伝で49年ぶりに関東出場することできて、
公立では唯一でした。そういった時に、効率の良い練習
は何ですかと質問した時に、「無駄な練習をなくすこと
に尽きる」とおっしゃっていました。練習時間は１時間
から１時間半で長距離はおしまいなので、４時から練習
開始した時はもう５時半には終わります。短時間で集中
したものになり、それは勉強にもつながるから、より良
いことなんだよとおっしゃっていたので、「ああ、なる
ほどな」と感じました。ただ練習メニューというのは基
本的にメインメニューしか与えないので、生徒がこれだ
けだと体幹が弱いだろうから、僕はこの後、これやろう
とか勝手にやります。その後は生徒が各々自分で補強し
て、自分で足りないものが何かって考えて練習を作って
いるという感じです。集団練習は一時間ぐらいでおしま
いで、その後、自分で考えて個人練習をしてというのが
結果につながっているのではないかと思います。短距離
はどうしても投擲などは時間がかかるもので、サッカー
部とラグビー部のグラウンドに向かって投擲は投げるの
で、基本的に放課後は投げられないんです。そのため、
朝練習はサッカーもラグビーもやってないので、投擲は
朝にやらせてもらっているのが場所の確保かなと思いま
す。あとは休養日の取り方は週に２回は短距離も長距離
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も休みを取っているので、週５の練習で頑張るようにと
いうところは春日部高校陸上部には話をしています。時
間の確保の話に関しては、これは私も赴任して驚いたこ
とですが、放課後の会議が一切ないというところが驚き
ました。職員会議はもちろん、３時50分から15分ぐらい
で終わるのですが、それ以外、委員会もなく、やっては
いけないとなっています。放課後部活動での時間にある
べきだから、学校がそういう立場にしなさいという雰囲
気があって、補習も放課後やってはいけないです。朝や
りなさいとなっています。進路指導は朝。委員会は昼休
み。会議も昼休み。放課後は全教員がグランドだったり、
体育館だったり、副顧問とかでうまく交代しては、自分
の研究室に戻って勉強しているという学校全体が部活動
の時間の確保のために動いているっていうのが驚きでし
た。顧問が考えて空いている場所に行くとかではなくて、
学校がそういうふうに設定しているっていうのがすごい
なと思いました。このように場所、時間が確保されてい
るところが驚きました。昼休み２回あるので、１昼２昼
と30分、20分という昼休みがトータルではないので、そ
の20分の方に委員会をやっています。学年会議が授業時
間に組み込まれていて、副担任は入らないので担任会み
たいな形になっています。そのため、放課後に時間を取
られることは一切ないです。職員会議も月に１回しかな
いです。
■石塚
ありがとうございました。いろんなお話聞けて勉強に
なりました。今の話というのが、今回のテーマの結構重
要なポイントになってくるところなのかもしれないと思
います。何かお互いに質問はありますか。
■鈴木
先ほど津坂先生の方からありましたが、私もよく中学
生に合同練習やってもらったりする機会が夏休みに多く
ありました。そうすると子供たちがより下級生を教える
ことによって自分の理解が深まるというか、「先生はこ
んなことを言っていたのか」みたいな理解に繋がってき
たりして、教わるばかりだと考えられなくなってしまう
から、自分で考えて人に伝えることはすごい大事だなと
思いました。子供たちに考えさせるって今の部活動には
とても大事なことなんだろうなって思うと、じゃあ考え
させるためには我々も指導者としては考えさせるような、
教え方、発問の仕方、質問の仕方、声の掛け方が必要に
なってくると思います。子供たちの中で理解を深めさせ
るための工夫みたいなものは、自分の中でそういうとこ
ろがあるのかなと思っています。
ぜひそのあたり何か今ご指導されている中で、子供た

ちのやる気やモチベーションを維持させるために工夫し
ているような声かけとか、あるいはそれによって先生方
と選手との人間関係づくりにもつながってくるのかなと
思います。そこから言葉かけや質問が、前田先生がおっ
しゃったように、メインだけ与えて必要なものは自分で
何があるのかを考えさせて、自主性を育てるみたいなも
のにつながっていくのではないかと思います。そうなる
と、まずはやる気にさせるとか、モチベーション維持さ
せるようなこと、人間関係をうまく作っていくこと、さ
らに子供たちの自主性を育てるようなことなど、先生方
の声かけの工夫によっていろいろあるんだろうなと思う
ところもありますが、そのあたり何か工夫されているよ
うなところがあればお伺いしたいです。
■石塚
生徒のモチベーションを高めるとか、人間関係性を高
めていくとか、あるいは自主性を育成していくとかです
ね。実践例とか、あるいはお考えとか、あればお願いし
ます。

■津坂
剣道の特性上師匠と弟子と言うんですよね。そういっ
た部分のところは非常に武道的なところがあります。お
そらくどこの学校さんも、顧問の方からこういう練習を
しなさい、ああいう練習をしなさいというようなパター
ンが多いと思います。生徒の自主性というところで、自
由に練習メニューを立てて、自分たちでここで練習しな
よと言っても、技量がなかったり、知識がなかったりす
れば、いくら生徒の力で考えさせても、限界があります
よね。そういった部分のところも考えた時に、基本的な
練習の中で、自由に技の稽古、自分の好きなものをやり
なさいとか言います。私が会議とか出張等で練習に出ら
れない時には、こういう練習やりなさいというのを置い
ておくのではなくて、全部任せてしまいます。何やれば
いいんですかなんて言うから、みんなで相談してやりた
い練習やればいいんだよというような形にしてしまいま
す。次の日とかに、どうだったとか、何やったのとかい
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うと、子供たちで今までやってきた練習をアレンジした
りしていて、面白いなとか、なるほどなと感じることも
あります。
■土田
津坂先生のお話と本当に全く一緒で、自分がいない時
の練習は基本的に生徒メニューという名前で、それぞれ
輪番で生徒がその日のキャプテンになって、この日のこ
のメニューはこういう意図があって組みましたという話
を最初にした上で、１時間半の練習をやります。普段の
普通の通常の日程のところでも、月曜日がオフで火曜日
が生徒メニューになっています。これは一応土曜日、日
曜日にあった試合の反省だったり、良かった点をもっと
より高めるために生徒が考えたものをメニューに落とし
込んで火曜日は取り組んで、水木金は私の方で指示をし
てというようなメニューの作り方になっています。生徒
がどう考えているのかというのも、あまりずれることは
ないですが、そこで把握してということをやっています。
工夫としては同じメニューをあんまりこうやらないよう
にやっていることと、部活ノートみたいなものをやって
いるチームさんもたくさんあると思いますが、うちはチ
ームで１冊なので、その日の代表者が１ページ書いて、
次の人に対して「最近お前これ頑張っているよな」みた
いな、交換ノートみたいなことをやっていて、そこでコ
ミュニケーションを図っているというところもあります。
私に提出して、次の日の人に渡すっていう形で回してい
るので、その日誌の部分と生徒メニューを取り入れてい
るというところかなというふうには思います。モチベー
ションの維持に関しては正直、私８年目で今はまだ悩ん
だことがなくて、すごくバスケットが好きな子たちが入
ってきてくれています。学校としてもサッカーが今年
久々にインターハイに出場して、水泳でもインターハイ
優勝した子が１名いて、自分が今３年生の担任なんです
けれども、クラスに陸上で関東大会優勝した子がいたり、
あるいはダンスでも全国優勝昨年したりとかということ
で、学校全体で部活動がすごく盛り上がっているので、
我々バスケット部はスポーツ推薦はない部活なので、私
学と言われても、本当に公立が羨ましいような環境がた
くさんあるのですが、その周りの部活動がすごく一生懸
命頑張っているので、バスケットも本当に負けずに頑張
ろうというのは言葉にしなくても生徒たちがこの自分た
ちの部活が下にならないようにと一生懸命頑張ってくれ
ているので、モチベーションだけはやたら高い子たちが
集まってくれているなというのはすごく印象的です。
■前田
モチベーションに関しては顧問の３人でよく話してい

るのは、練習以外の時間での積極的な声掛けを大事にし
ていこうということです。練習中の声がけというのは、
一つ大事なところかもしれないですけど、もともと選手
はスイッチ入っているものなので、それ以外のところで
やる気を出すような声掛けだったりとか、そういう発言
をしっかりとしていこうとしています。その話の中で自
主性を育むような声掛けをしているような認識かなと思
います。今度の試合、目標いくつで走ろうとしているの
かとか、過去にこういう先輩がこういう大学卒業して、
でもその時に高校時代こういう悩みがあったらしいけど、
お前と今似ているなとか、そういう他愛もないジョーク
とかではなくて、引き出すような話をふいにしている。
そうするとじゃあ頑張ろうみたいな、そういうところに
こう繋がっていくのかなと思います。教科書を教えられ
て詰め込まれてというところが日中すごく多くやってい
ますが、そうではないところで話をすると意外と生徒は
目の色変えて、それがやる気スイッチに繋がっているの
かなと思います。
あと２つありまして、勉強はできても高校生はまだ中
学卒業してすぐなので、精神年齢的にもまだまだなとこ
ろがあるので、大人の感覚を入れようというところの話
はしています。世の中良くないニュースとか、良くない
話がある中で、世間一般的な考えを子どもたちと共有す
るというか、どうしても高校生同士で横の繋がりだと変
な解釈をして、変な理解で終わってしまうニュースとか、
教室の出来事はよくあるのであれはああいうふうにふざ
ける場所ではないよねとか、ニュース見たあれは大人と
してありえないよねとか、そういうところ話をすること
によって、部活動の立場というか、意義というか、そう
いうところが集団力につながっていくのかなというとこ
ろも大事にしているところになります。
最後は親から応援してもらえるようにするというとこ
ろがあります。こちらが親に対して何かアクションをか
けることは何もないのですが、OB会がもう異例なぐら
い力強いので、部費は一切取ってないです。子供達家庭
からお金は全く取らないので、そこが親が背中を押して
くれる一つ要因なのではないかと思っています。プレッ
シャーがない環境が家にあるのがOB会のおかげなのか
なと思っています。彼らからお金取ること、合宿とかで
はお金取りますけど、それ以外の大会参加費とか、練習
会場費とか、そういうのは一切取っていないのがやる気
を出させる一つの環境なのかなと思います。金銭的なと
ころの面でも補助できているところが家に帰って怒られ
ないという、イコール部活動を応援してくれる環境づく
りやる気のスイッチの一つなのかなと思います。
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■石塚
ありがとうございました。今、皆さんにお話をしてい
ただきましたが、それだけではないと思います。モチベ
ーション、主体性、自主性、育成などをそれぞれの実践
を通して意見交換をしていただきましたが、多分ここが
１番ポイントになるところだと思いますので、常に色々
と考えてやっていただいてるのではないかなと思います。
意見を聞いてさらに「もしかしたらこういうこともいい
のかな」といった質問などがありましたら、ご発言いた
だきたいと思います。
■土田
チープな質問で申し訳ございませんが、大会などに選
手の保護者は見に来られますか。うちは最近とても保護
者の方が来てくれて、私自身が春日部高校バスケット部
の部員だった時もとても多くのお母様方がいらしてくれ
て、他校の様子はどうなんだろうと思い質問させていた
だきました。
■前田
いらっしゃいます。
■石塚
保護者がTシャツを揃えてくれる時もありました。
■前田
そうですよね。学校側は何も知らない中、T シャツ
が作られ保護者が集まっているということはありますよ
ね。
■石塚
時代もあるのかもしれないですね。
■前田
そうですね。
■石塚
昔はなかったですけどね。
■前田
それを保護者の皆さんが良いと思っているかどうかは
我々顧問側は分からないのですが、すごい手厚いなと感
じています。
■土田
保護者から応援されるということは、とても大事なこ
とだと最近強く思います。大会の会場に足を運んでいた
だけるだけでもありがたいですね。言い方が難しいです
が、出過ぎてしまう保護者の方々も種目問わずいらっし
ゃると思います。うちはそういうことも全くなく本当に
純粋に応援をしてくださるため、すごくやりやすくやら
せていただいています。保護者からの協力を得るという
ことも大事なことだなと思うところです。

■石塚
確かに大きなポイントですよね。やっぱり保護者の影
響力ってすごいですよ。
■土田
ありますね。
■石塚
部活に限らず、担任をやっていても何にでもそうだと
思うのですが、保護者が子どもに何を言うかで全然子ど
もの反応が変わってきますから。だから、保護者の影響
はやはり大きいでしょうね。ありがとうございます。他
に何かございますか。
■前田
津坂先生、保護者会などはやられていますか。
■津坂
コロナ前までは忘年会もそれから３年生を送る会も行
なっていました。３年生を送る会は子どもと保護者がい
る形でしたが、忘年会は保護者のみの参加で行なってい
ました。出席率は大体８割から多い時は９割ぐらいあり
ましたね。先ほどの話の中にも大会などに保護者が来て
くれるというのがありましたが、子どもの後ろには必ず
保護者が居ます。子どもを通して保護者が部活動は良い
ことをしてくれていると肯定的に感じてくれているから
こそ、保護者が見に来るのではないかなと思います。な
ので、私は皆さんのお話を聞いていて素晴らしいなと感
じていました。上手く部活動が回っている時というのは、
今の保護者は結構見に来てくれているなと思いますし、
先生方の指導がひとつ形になって現れているのかなと話
を聞いていて感じました。
■石塚
鈴木さんは経験上、保護者を巻き込んだり保護者を味
方につけたり、保護者会は年に何回がいいだったりなど、
何かありますか。
■鈴木
保護者会の回数などというよりは、先生方にもおっし
ゃっていただいたようにチームが良い状態の時は保護者
の理解もものすごくあって、色々なことを協力的にやっ
ていただけることが多いです。練習試合を行なえばご厚
意で差し入れをいただいたり、大会の際は子どもたちに
疲労回復につながる飲み物やレモンなどを渡してくださ
ったり、夏の練習に関してはアイスを持ってきてくださ
ったりなど、そういった保護者との関係性があるのは非
常に良いチーム状態といえると思います。
以前はプレイヤーズファースト、選手が１番という考
え方でしたが、最近聞いた講演会では、少し変わってき
ており、プレイヤーズセンタードという考え方になって
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います。選手を真ん中にして、色々な方々が色々な方向
から支援をしてくれるという考え方です。以前はとにか
く選手が一番にいて、監督においても自身の生活や家庭
は二の次にして土日の部活動に行かなければならない考
え方でした。ただ、講義や大学の先生などの話を聞くと、
現在は選手が真ん中にいてそれを家族が支える、先生が
支える、親戚が支える、あるいは周りの学校の先生方が
支えてくれるなどの考え方になってきています。また、
コーチングスタッフやトレーナー、OB、近くの病院と
連携して治療をしていただくなど、色々な方々が選手の
ために関わるという捉え方が理想であり、最近の主流に
なってきているように感じます。プレイヤーズセンター
ドとトータルコーディネーションといえます。みんなで
その選手を支えていく、コーディネートしていくといっ
た考え方ですよね。
■石塚
プレイヤーズファーストの考え方になると、選手あり
きという感じになり、周りはそれに対しての単なる支援
者ということになってしまう。プレイヤーズセンタード
の考え方では、選手（子ども）を中心にその周りの人た
ちも充実感や達成感を味わうことができ、それが保護者
たちも含めたチームという考え方になっていくというこ
とだと思うんですよね。
■鈴木
そうですよね。選手の周りの人たちもつながりがある
関係性というのが良いチームになっていく条件かなと思
いますよね。
■石塚
理事長の鈴木さんからもお伝えしていただき話が膨ら
んできたところですが、新しい質問にさせていただけた
らと思います。
部活動の指導をしていく上で、外部指導者等の個人ス
タッフやコーチングスタッフなどについて何か思うとこ
ろや現在このように活用している、逆にこれからこのよ
うな形で活用していきたい、あるいはこうあってほしい

など、コーチングスタッフの視点でご意見や実践例があ
りましたらお願いしたいと思います。では、前田先生か
らお願いいたします。
■前田
春日部高校陸上競技部には、コーチングスタッフはい
ないです。顧問がその道（部活動指導）をしっかりと極
めるべきという考えを持って取り組まれる方が多いため、
また、周りからもそのような声が多いというのが今まで
あり、そこに対して私自身も責任を感じて取り組んでい
ます。また、勝利至上主義でもないため、コーチングス
タッフ等は取っていません。勝利至上主義だからコーチ
ングスタッフをお願いするというイコールではないとは
思いますが、指導を極めるという自身に課した課題に取
り組んでいると思って呼んでいません。ただ、トレーナ
ーによるケアなどは練習や試合の時にお願いすることは
多々あります。我々顧問では完全なケアは難しいですし、
生徒自身がお金を使って病院や接骨院に行くということ
を無くして、その部分の負担を減らしたいというのが一
番の目的です。OB会費でトレーナーを呼び施術をして
いただき、生徒はお金を支払わずにケアを受けて帰る。
そういうところの支援としてトレーナーに関しては利用
させていただいてるという感じです。
■石塚
土田先生、お願いいたします。
■土田
うちも前田先生がおっしゃったようにトレーナーを入
れたいと思っていますが、金銭面で踏み切れていない状
況です。顧問は３人いて、現在１名がお休みしている状
況ですが、バスケットの指導に関しては私と副顧問の２
人体制でコーチチングできています。そのため、外部か
らお呼びして指導をお願いする機会はありません。２人
体制で一応見れています。３人目の顧問はウエイトトレ
ーニングに特化された先生のため、本当にウエイトトレ
ーニングのみをひたすら教えてくださります。そういっ
た意味ではトレーナーは雇わなくともしっかりとトレー
ニングを教えてくださる方がいるため、顧問３人で上手
く立ち回りができているかなと思います。また、3学年
合わせたマネージャーの数が本校は埼玉で一番多いので
はないかなと思っています。10人もいるため、様々な仕
事を積極的にやってもらえます。コーチングスタッフで
はないですが、マネージャーがサポートや応援などをし
てくれているという状況です。
■石塚
では、津坂先生、お願いいたします。
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■津坂
顧問が２人ないし３人いた時もありますが、現在は２
人で部活動を行なっています。剣道の経験がない先生の
ため、基本は私が全部やらなきゃいけない状況です。顧
問の業務的なものを言えば、顧問が２～３人いればお金
関係の会計を副顧問にお願いしたりするなど色々なこと
ができると思います。競技に関する指導で考えると、一
長一短だと思います。複数人の顧問がいたりコーチを入
れたりすると、一人の先生の教えとは違って指導の一貫
性がなくなってしまうことがあります。そうすると、結
果として生徒に迷いを与えてしまうことにつながります。
コーチやトレーナー、外部指導員をお願いする場合は、
顧問と上手く連携して指導の一貫性がぶれないようにし
ておくことが大事かなと思います。剣道を指導できる先
生が来て２人体制になったからといってプラスに働くか
は別の話ですし、逆にマイナスに働いてしまったことも
実際にありました。そういうところの難しさには気をつ
けなければいけないなと感じています。
■石塚
ありがとうございます。一概に指導できる人が多けれ
ばいいということではないと言いますよね。流派であっ
たり考え方の違いであったり、競技性によっても違うと
思いますし、難しいところだなと勉強になりました。
今までの話と少し重複するとは思うのですが、選手と
の人間関係づくりについて、特に選手の主体性にスポッ
トを当てて伺えたらなと思います。選手の主体性の育み
方やポイントなどについていかがでしょうか。前田先生
のほうからお願いできますか。
■前田
育み方、主体性の育み方ですか。
■石塚
人間関係づくりに関することで構いません。先ほども
お話しいただいているのですが、練習時間外の声かけや
先ほど話していただいたことと同じことでも結構です。
■前田
なるべく自分の素を出すようにしてます。川口工業時
代だと師弟まではいかないですが、父親のような立ち位
置で、全て指示を出して、細かい部分まで指導をして、
部活動以外に気持ちが向かないように工夫をしていまし
た。タイプではないのですが、眉毛をひそめた感じでや
っていました。結果として彼らはちゃんと向き合ってく
れる先生と受け入れてくれたため、本音を言ってくれる
ようになりました。ただ、春日部高校の生徒たちは悪い
言い方をすると本音を言わない、顔に出さないという能
力がすごく高く、自己解決をしていることが多いです。

そのような雰囲気になった時に川口工業時代のようなア
プローチをすると、さらに殻にこもる印象があります。
私自身元々怒るタイプではないのですが、生徒に対して
なるべく素を出すようにして、一人の人間として接して、
本音を引き出せるよう対話できればいいなと目指してい
ます。私の中ではそれが主体性を育むきっかけにできれ
ばと思っています。
私は生徒個人の要素を引っ張り出したいという想いが
あり、主体性を育むための一つの手段、アプローチ方法
なのかなと思います。要素を引き出せれば、コミュニケ
ーションの取り方を応援型にしたほうがいいのか、少し
プレッシャーを与える形にしたほうがいいのかなどがわ
かってくるため、そこらへんを工夫しています。こちら
のスタンスを柔らかくして引き出すということが主体性
につながるアプローチ方法になるのかなと思います。
■石塚
では、土田先生お願いいたします。
■土田
監督という立場でいると、少しトップダウンになりが
ちだという話を冒頭でさせていただいたと思います。た
だ、その中でも練習内外含めて必ず一人に対して一言で
いいから話す、本当にたわいもない話になったとしても
一人に一言は話そうと意識しています。3学年揃うと40
人を超える時もありますが、そのような時でも入部した
ばかりの１年生も含めて何かは話をしています。例えば、
マネージャーでいうと、改めて話しをするということも
あまりないのですが、部活動と関係のない話題であった
としても「前髪切った？」など問いかけをして、仮に
「切ってません。」と間違いだったとしてもそのやり取り
から何か得られるものがあると感じています。毎日何か
しら一言でも関わることで関係性が作られるのかなと思
い、やっています。ただ、関係づくりは本当に難しいな
とずっと思ってます。
■石塚
津坂先生、お願いいたします。
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■津坂
前田先生や土田先生は、生徒たちからすると兄貴分的
なご年齢だと思います。逆に私はもうおじいさんの年齢
に近いため、生徒たちから見るともう親以上の年齢の人
になります。そうすると、コミュニケーションを図る際
に難しさを感じる時があり、日々悩んでいます。工夫し
ている部分でいうと、「常に見ているぞ。」と伝わるよう
な振る舞いをしようと意識しています。「先生見てくれ
てたんだ。」「あ、先生に見られてたんだ。」と生徒が感
じてくれるように何気ない配慮はしています。黙って練
習を見ていたとしても、「今日は、もう先生が来てる。
見てもらった上で稽古ができる。」と生徒に伝わるよう
に努めています。そういう安心感に近いものを作ってい
かなければいけないなとは常に考えています。その状況
を作り、今日の練習はこうだった、こうするといいのか
もしれないなどを伝えられればと心がけてます。
理事長が先ほどお話しされていたパワハラではないで
すが、10年ほど前から高校年代の生徒の質が変わってき
ていて、生徒を褒めて伸ばすということもやっていかな
いとダメだなと感じています。昔は「やる気がないなら
辞めてしまえ。」と奮起を求めて生徒に伝えるとそれに
対して生徒たちも返してくれていたなと感じます。しか
し、今は本当に額面通りに受け取って「先生に辞めろと
言われたので辞めます。」という生徒が増え、そういう
意味で言ったわけではないよと感じることがすごくあり
ます。昔は生徒を貶して、あるいは言葉で叩いて、そこ
から雑草のようにたくましくぐんぐん這い上がらせると
いう指導法でしたが、それはもう15～20年前くらいの手
法であると感じます。今の生徒の反応から以前のような
手法ではダメだなと強く感じ、多少やっていることが間
違っていたとしても認めてあげるところを作って、肯定
的に認めてあげることが指導のスタートなのかなとすご
く感じています。
全国の高体連剣道専門部の研修会で開かれた講習会で
は、ペップトークという肯定的に話をしましょうという
ものが紹介され、とても勉強になりました。そのため、
最近の生徒への声かけも「頑張れよ！」ではなく「頑張
ろう！」というニュアンスに変えていて、それだけでも
生徒への伝わり方は違うのではないかなと感じています。
■石塚
時代を感じたり、自分が重ねた歳を感じたりしてしま
いますね。パワハラ問題を起こしてしまっている先生も
高齢の方が多かったりするため、皆さんが津坂先生のよ
うに勉強をしていただければと思います。ただ、年を取
ると勉強したことを吸収しづらくなるのも事実としてあ

ります。津坂先生のように吸収していただければ、様々
な問題も少なくなっていくのかなと思いました。ありが
とうございました。
では、様々な競技を指導されている先生方に集まって
いただいているため、最初にも申し上げましたが、それ
ぞれの競技性から指導の考え方を今までの話を踏まえた
上で改めて教えていただきたいと思います。土田先生か
らお願いいたします。
■土田
バスケットは集団スポーツです。私も選手時代から数
えて20数年バスケットに関わっていますが、やはり第一
に必要なことは規律であったり規範であったり、チーム
としての在り方というのは最低限必要になると思います。
ただ、昔は多かったいわゆる軍隊のようなチームという
のは、確実に少しずつ減ってきています。規律あるチー
ムの中から自主性や個を見出していきたいと思いますし、
そのためにも最低限はその集団としての規律は必要だと
考えています。規律がある上でどのように個を磨いてい
くかというのが今すごく求められていると感じます。た
だ難しいのが、逆に磨いた個が目立ちすぎると規律が少
し乱れてしまい、個がある特定の者だけにフォーカスを
行なってもチームとしてはあまり良い方向にはいかない
と思っています。抽象的になってしまい申し訳ないので
すが、そこのバランスが非常に求められるところだなと
感じています。
■石塚
ありがとうございました。津坂先生、お願いいたしま
す。
■津坂
剣道は修行的な要素が非常に強いため、苦しいことや
辛いことを我慢するというのが９割ほど占めています。
残りの１割が達成感や喜びといったものなのかなという
イメージです。また、対人競技のため、自分がどれだけ
頑張って取り組んだとしても、これだけやったと自負で
きたとしても、相手のほうが強ければ結果が出なかった
り報われなかったりすることがあります。そのため、こ
れをやったからこれだけの成果が得られたというのが感
じ取りにくいというのが非常にあるのではないかなと思
います。
ですが、剣道の指導者の先生と意見交換をした際に、
生徒の練習の取り組みを数値化することでそれらの問題
が解消されるのではないかとなり、「なるほど！」と思
いました。例えば、県の新人大会から次の関東予選まで
の３ヶ月間や新チームになってから新人大会までの４ヶ
月間といった長期間において、竹刀が早く振れるように
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するための素振りの練習をやり続けるとします。１日に
何本素振りをやったかを日々記録して、１週間で何本、
１ヶ月で何本という数値を出します。それらを全て一覧
表に載せ、一人一人の生徒が一定期間中に何本やれたか
に対して振り返りをし、「俺、少ないな。」「俺、多い
な。」といった自分の取り組んだ成果を目で見ることは、
非常に大事なことではないかなと感じます。
数値化による本人の振り返りもやりつつ、もう一つは
先ほど出た外部指導者やＯＢなどに定期的に見てもらう
ことも成果を感じることにつながると思います。例えば、
他校と合同練習を定期的にやったり、あるいは卒業生に
定期的に見てもらう機会を設けたりすると、稽古後の感
想では、「○○と○○がすごく上達しましたね。全然も
う竹刀の振りが違いますよ。」と言ってもらえることが
あります。毎日生徒を見ている立場からすると、生徒の
伸びに対して代り映えしないなと感じてしまいがちです
が、前のイメージを持って久々に見るという人の視点で
は、生徒の成長を感じ取ってもらえることが多く、「喜
ぶし自信になるから、本人たちにも伝えてあげてよ。」
とお願いすることが多々あります。ただ試合に勝つこと
だけではなく、自分で取り組んだことを評価できたり成
果を言ってくれたりする人がいるというのは、大事なこ
となのかなと感じています。
■石塚
ありがとうございました。では、前田先生、お願いい
たします。
■前田
私も個人競技のため、考え方としてはなるべく自分と
向き合う。ただ、練習の際は仲間と一緒に過ごすことが
多いため、集団の中にいる自分と向き合ってもらいたい
と思いますし、それは生徒も大事にしているように感じ
ます。陸上競技も数ヶ月間走り込んでキツイことをして
0.01秒記録が速まったら全力で喜ぶという多くの人には
理解していただくのが難しいものであるなと感じていま
す。また、結果も出にくかったり結果が出たとしても数
値としてはすごく小さかったりします。それでも過程を
しっかりと大事にしてもらいたいですし、何度も何度も
向き合うことを大事にしてもらいたいなと思ってます。
そのような経験から忍耐力や想像力などを自分（子ど
も）の中にしっかりとインプットしてもらえれば、将来
苦しい場面がきたとしても今までの経験を活かして自分
を輝かせることができると思います。大人になってから
「やばい！」と感じる場面に直面した時にも、高校時代
にしっかりと自分と向き合ったという経験を持てている
ことがきっとその状況から良い方向に抜け出す手助けに

なると思いますし、そのように自分にフィードバックで
きることが個人競技の良さかなとも感じます。
■石塚
競技性の違いで指導に関する考え方も異なってくると
いうことでしたが、すごく勉強になりました。話の中で
一番印象に残り「なるほど！」と思ったのは津坂先生の
取り組みを数値化するというもので、陸上競技であれば
イメージしやすいですが、まさか剣道からその話題が出
てくるとは思いませんでした。
■津坂
科学的な部分ですよね。
■石塚
昔とはかなり変わってきましたね。陸上競技の場合は
記録を求めていくため、練習の中でたまにタイムを取っ
たり自己ベストの更新を目指したりして、やりやすいの
かなと思います。ただ剣道の場合には最初の話からする
と耐えることが９割という厳しいものであり、それを数
値化していくという発想に対して私は疑問に近いものを
抱きました。ただ話を聞いて「なるほどな！」と感心し
ました。大事なことは生徒が自分の成長を感じるという
ことですね。試合に勝つことも大きな成功体験かもしれ
ませんが、小さなことであってもそれを積み上げ続ける
ということや少しの記録向上を体験するなどといった成
功体験も大切であり、それらも選手（子ども）の主体性
や自立につながるのかなと聞いていて感じました。
土田先生がおっしゃった集団の中での規律や規範を大
事にして個を磨いていくという話も、集団の中では個性
が育たないというわけではないと思いますし、集団の中
で自分がどのように活かされるかを考えられる、バスケ
ットとはそういう競技だったんだなと改めて思いました。
終わりも近づいてきました。最初に理事長からお話が
ありましたが、部活動の在り方について聞いていきたい
と思います。中学校では地域移行に完全に動いてきてい
ますが、部活動の在り方についてのお考えを教えていた
だけたらなと思います。これは、津坂先生からお願いい
たします。
■津坂
5年後、10年後の部活動を考えた時に剣道は本当にま
ったなしの状況です。競技人口の減少が本当に大きな問
題としてあります。バスケットボールや陸上競技などは
部員数が多いと思いますが、剣道は全国的にもそれから
埼玉県内においても減少の一途を辿っています。いわゆ
る地域スポーツ移行という動きがあり、さいたま市内の
中学校では今の中学１年生から全員が部活動に加入する
仕組みをやめたということをよく聞きます。その影響も
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あってどの部活動も部員数が減ってきています。埼玉県
内で一番人口の多いさいたま市において剣道の人口が減
っているということは、これが3年経った時には当然分
母が少なくなっているため、高校年代の競技人口は減る
一方です。今後の地域移行がどれほど進んでいくかわか
らないことも多いですが、現状からすると高校年代まで
大きな影響が出ており、本当に危機的な状況になってい
るなと感じます。これに関しては何とかしなければいけ
ないなと思っています。
■石塚
ありがとうございました。では、土田先生お願いいた
します。
■土田
ちょうど３日前に自チームの生徒にある話をしたこと
があります。うちの生徒は良くも悪くも良い子たちのた
め、基本的には言われたことに対して「はい。」とだけ
言います。日々のやり取りの多くは受動的です。そのた
め、“ 果たして本当に生徒たちは腑に落ちているのか ”
という疑問が芽生えてきました。自分たちが成長をした
いから時間を作って体育館でバスケットをする。そして、
その意識で活動をしているのだからこそ、帰るまでに何
か一つでも得られるように、できるようになる努力をす
る。私自身そのような気持ちを生徒たちには持っていて
ほしいという想いがある中で、生徒たちは「はい。」「は
い。」「はい。」と言うだけです。もっと「先生、これは
こうした方がいいですか？」、「こうやったらもっと上手
になると思うんですけど、どうですか？」など、色々な
ことを引き出そうとすることが成長する上で大切だと思
います。
このような話を生徒にしたため、この冬に関しては
“ 自分たちから ” というテーマを生徒たち自身が掲げま
した。これが本来の部活動としてのあるべき姿だなと感
じています。あくまでも顧問はサポート役であり、主役
は生徒です。何か困った時に、聞きたいことがあった時
に解決策の手助けをするのが顧問でありたいと考えてい
ます。まずは生徒自身が活動に対して充実感を持つこと
が大事だと思いますし、はじめにお話させていただいた
ように人間力の育成というテーマも忘れてはならないた
め、部活動を通してその両輪を求めていける活動をして
いきたいと思っています。
■石塚
前田先生、お願いいたします。
■前田
部活動の在り方は中高生で少し異なるとも思いますが、
特に高校という成長段階においては様々な経験を多く積

んでもらいたいと考えているため、部活動は絶対にある
べきと感じています。また、人格形成に必要な要素も多
くあると思います。別の言い方をすると、人格形成に部
活動が必要な理由として、経験を積むこと、それがスポ
ーツだけに特化する、文化部だけに特化するというわけ
ではなく、ある程度筋道を立ててあるべき場所にいくと
いうことをやっておかないといけないのかなと思います。
これに関しては半強制的と思われるかもしれませんが、
全員加入制度のようなものである程度強制的に部活動に
入れておけば、部活動の意義が分からない、気づかない
ということが減らせますし、そのような工夫をしてでも
部活動には入るべきです。ただ注意をしておかなければ
ならないことは、顧問がのめり込んでしまうことです。
経験を積むことが人格形成につながるからといって、部
活動だけでいっぱいいっぱいになってしまう生徒が出て
しまうことはNGかなと思います。先生方の部活動に対
する考え方もしっかりと整理しなければならないし、学
校側も先生方にしっかりと部活動の意義を伝えていただ
いて、先生方が働きやすいようにすることが大切だと思
います。春日部高校では会議の機会を減らすなどして、
上手く時間を作って先生方に負担がないようにしていま
す。そういうことをしていかないと負のスパイラルが起
きて、顧問にとっても生徒にとっても部活動がネガティ
ブなものになってしまいます。
県の取り組みで外部指導者などコーチをしっかりと立
てる仕組みがありますが、この仕組みは顧問に当たる教
員の負担軽減だと認識しています。ただ先ほど津坂先生
がおっしゃったように私自身も他のコーチが入ることで
考えが混在してしまうなどの難しさはあるのかなと思い
ます。負担軽減を目指してコーチは入れたものの、生徒
に対して色々な考え方やベクトルが錯乱して、逆に顧問
の負担が増えたり生徒にとっても良くない影響が出てし
まったりするのかなと思います。
大まかに言うと、学校側にしっかりと整備をしていた
だければ生徒も教員もより良くなって部活動が気持ちよ
く行われると思いますし、そうなれば部活動は人格形成
に大事な要素になると思います。本当に部活動は大事に
していきたいです。
■石塚
ありがとうございました。最後はこれからの部活動の
在り方ということで、かなり意見の方がまとまってきた
なと感じています。一応、事務局で用意させていただい
た質問は終わりました。ただ、せっかくの機会です。そ
の他にあるいは今までのことでも構いませんので、質問
やご意見などがあればお願いしたいと思うんですがいか
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がでしょうか。
■前田
私からいいですか。まだ私は教員歴が10年程度なので
すが、津坂先生にご質問で部活動指導において「あれは、
ああいうふうに指導しておけばよかった。」などの後悔
のようなものはございますか。
■津坂
いっぱいありますね。
■前田
その経験があって、考えが変わって、日々より良い方
向に向かっていられるのかなと思いますし、私自身も失
敗はするべきだと思います。ただ失敗することによって
犠牲者が出てしまうこともあり、犠牲者は作るべきでは
ないという観点も含めて、後悔について聞かせてくださ
い。
■津坂
やはり一番寂しいなと感じるのは、部員が辞めること
です。初任校でも２校目でも３校目でも現在の４校目で
も部員が辞めるというのは、辞めたい理由があるから辞
めるんです。辞めるまでの理由があるんですよ。話し合
いであまり波風立たないように去っていく時もあります
し、半ば喧嘩別れのように辞めてしまう時もあります。
辞めていく生徒がいると、この生徒にはもう少し違った
接し方や言い方があったのかなと振り返ることもありま
すし、日頃から褒めたり取り組んでいることを認めたり
していれば辞めずに部活動を続けられたのかなと強く感
じたりすることもあります。
チームが勝ちたい・全国に行きたいという雰囲気であ
った時は、相当なりふり構わずやっていましたし、そう
いう時期が確かにありました。そうすると、そういう雰
囲気によって犠牲になっていた生徒も中にはいたのかな
と思います。もうそれは本当後悔だらけです。途中で部
員が辞めてしまうというのが一番後悔しているところか
なと思いますね。
■前田
例えば、チームを強くしようとしている段階で、一人
“ 私はそこまでやろうと思っていません ” という生徒が
いた時に、辞めさせないでいくのか、その場合情熱的な
方向性でいくのか、それとも君は君でいいから存続する
ことに意味があるという方向性でいくのか、どっちがい
いと思いますか。
■津坂
でも、勝てている時は本当に辞めないですよ。みんな
が同じ方向を向いているから。顧問が鼻息を荒くして、
顧問とその一部だけが同じ方向を向いて活動しているこ

とに気づかないうちは、やはり辞めてしまうと思います。
経験的にそういう気がします。勝てているといった充実
感がある時は、練習が終わってからまた自主練習をする。
あるいは朝来て自主的に走ったりする。それやれ何やれ
と言わないでもやります。例えば、朝生徒が自主練習を
していれば、口は出さないがその生徒が来る前には学校
に来て見守ってあげる。自主練習が練習終わりであれば、
それが終わるまでは学校に居て見守って電気が消えたと
確認してから学校を退勤する。そういうことをお互いに
できている時は意外と辞めないです。そういう感じがし
ますかね。
■石塚
個人競技でもチーム作りの感じですね。他にいかがで
しょうか。最後に良いお話を聞けたところで理事長に戻
したいと思います。ありがとうございます。
■鈴木
それでは、先生方、長時間に渡って様々なお話、意見
交換、情報交換をしていただきありがとうございます。
本日のお話を聞いただけでも、私自身簡単にはできる立
場ではなくなってしまったのですが、もう一度部活動の
指導がしたくなってきてしまいました。
もし今、自分が部活動の指導をする場合、津坂先生の
話ではないですけども、昔とはまた違うやり方や考え方、
生徒への接し方があるだろうなと感じ、それを今度は学
校現場に戻った時に多くの先生方に伝えていけたらいい
なと思いました。新しい先生方の今の部活指導の考え方
というものを本日聞かせていただいて、本当に私も勉強
になりました。今回のお話等に関しましては、会報の
「座談会」に掲載させていただきます。先生方のご意見
も参考にさせていただきながら、今後また高体連も良い
方向に向かっていければなと思います。本日は本当にあ
りがとうございました。

文責　柳瀬　裕貴（県立進修館高校）
吉木　大樹（県立越ケ谷高等学校）
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■はじめに
今回の練習場めぐりは、令和５年度北海道総体におい

て個人種目５種目入賞（うち１種目優勝）、リレー種目
２種目入賞という素晴らしい結果を収めた、武南高校水
泳部です。

数多くの日本代表選手やオリンピック出場選手を輩出
している歴史と伝統ある水泳部の活動、および現在の指
導観について、顧問の千葉先生、麻生先生のお話を伺う
とともに、２年生の安西選手に、水泳部の活動について
語っていただきました。
■武南高校水泳部

⑴　顧問
千葉 かおり　先生　　麻生 建吾　先生
髙山　健　先生

⑵　部員数（令和５年度）
男子：１年11名、２年15名、３年10名
女子：１年６名、２年13名、３年２名
男子：36名　女子：21名　計57名

⑶　主な成績
【令和５年度】
〇全国高校総体　

・男子200ｍバタフライ（川野）	 優勝
・女子200ｍ平泳ぎ（河原）	 ３位
・女子100ｍ平泳ぎ（河原）	 ６位
・男子100ｍバタフライ（川野）	 ７位
・男子1500ｍ自由形（内村）	 ８位
・女子400ｍメドレーリレー	 ６位
（堀川・河原・中島・橋本）

・女子800ｍフリーリレー	 ７位
（江見・長島・川野・内村）

⑷　活動時間・活動場所
（平日）16:00～18:30 
（休日）13:00～15:30
（活動日）月～土曜日
（活動場所）夏季　川口市青木町公園プール

冬季　川口市東スポーツセンター
スイミングクラブなど

■活動環境と練習
武南高校水泳部は水泳界で数々の成績を残し、世界で

戦う選手を数多く輩出している強豪校。顧問の千葉先生
も同校水泳部出身で、埼玉県立の高校勤務を経て、縁あ
って母校での指導をすることになりました。千葉先生ご
自身も1984年ロサンゼルスオリンピックに競泳女子日本
代表として100ｍ自由形・200ｍ自由形に出場されるなど
輝かしい経歴をお持ちで、その経験を基に日々の指導に
あたられています。

そんな強豪武南高校でも「高校にプールがないんで
す」と苦笑いを浮かべる千葉先生。平日は隣接の小学校
のプール（25ｍ）を借りて練習し、休日や冬季はスイミ
ングスクールのプールを借りての練習が多いそうです。

「スクールのプールを借りれば料金もそれなりにかかる
が、蕨市や川口市の理解や協力を得て、日々サポートを
していただいています。」と感謝の意を述べられていま
した。

過去は午前・午後の二部練習なども行っていたという
ことですが、コロナ禍による活動制限をきっかけに放課
後のみの練習に変更。それをきっかけに今までの活動も
見直すようになりました。「限られた時間の中で生徒が
効率や効果を意識し、中身の濃い練習ができるようにな
ったことが、いい結果に繋がっているのでは」と千葉先
生は分析します。

訪問時の練習では、持久力を養成するトレーニングと
して、レベルに応じてそれぞれ長い距離をインターバル
で泳ぐ練習をしていました。スクールでも泳ぐほどの競
技力の高い選手でさえも、ハードなトレーニング内容に
表情がゆがみます。その様子を察した千葉先生はすかさ
ず「日本一になるには日本一の練習をしないと！」と励
まします。指導者と選手がお互いに支え合いながら活動
している雰囲気が力強く伝わってきました。

その１　武南高等学校水泳部
第66回　練習場めぐり



― 242 ―

■生徒の主体性を力に
千葉先生に「強さの秘訣」を伺うと、「人間性ですか

ね」と即答。今年度のインターハイで優勝した川野選手
（３年）は、昨年インターハイ同種目で４位。その悔し
さが「彼を選手としてだけでなく、人としても大きく成
長させてくれたように思います。人間性の向上は競技力
の向上に大きく繋がっていると思います」と千葉先生は
語られました。

川野選手は３年時にはキャプテンとして、高校から水
泳を始めた者からクラブチームに通う者まで様々な競技
力を持つ部員たちを「武南高校水泳部」という１つのチ
ームとして見事にまとめ上げました。「大会の時は自分
のレースの直前まで仲間を応援するタイプで部員からの
信頼は厚いです。そんな選手へと成長したからこそ優勝
できたのだと思います」と嬉しそうに語られていたのが
印象的でした。

インターハイでのリレー入賞についても、「生徒自身
の力で掴み取った」と千葉先生と麻生先生は口を揃えま
す。入賞するために必要なことは何かを自分たちなりに
分析し、リレーの順番や目標となるタイム設定まですべ
て自分たちで考えて練習していたことが最も印象的だっ
たそうで、「そういった活動を通して選手たちがさらに
強く団結していく様子が見えた」とのことでした。

■ワクワクする場所
武南高校水泳部は高校から競技を始める選手とスクー

ルに通い続けながら活動をする選手が共に所属します。
そのような部の雰囲気について、２年生の安西選手に伺
いました。
幹）水泳部の良いところは何ですか？
安）クラブチームで練習している人と学校で練習してい

る人、関係なくみんな仲が良いところです。厳しい上
下関係もなく、楽しく部活ができるところだと思いま

す。中学校時代は陸上部でしたが、楽しく頑張れそう
な雰囲気に惹かれて水泳部へ入部しました。

幹）この時期はどんな練習をしていますか？
安）12月から１月くらいまでは泳ぎのベースとなる体力

をつけるために、長い距離を泳ぐ練習を行っています。
２月頃から質を高めた練習に徐々に切り替えて、シー
ズンで良い成績を出せるようにしていきます。

幹）目標は？
安）自己ベストを出すことです。先生方がすべきポイン

トを具体的に教えてくださるので、入学した時よりも
タイムが伸びて、結果がついてきていると感じます。
水泳が楽しいです。
安西選手の受け答えの至る所に「水泳が楽しい」とい

う思いが滲み出ていた印象でした。水泳の楽しさを伝え、
選手たちと和やかに会話しつつ御指導されていた千葉先
生、麻生先生の存在と雰囲気づくりも強さの秘訣ではな
いかと感じました。「常に心掛けているのは、“ワクワク
する場所”を生徒たちに与えられるようにすること」と
いう千葉先生のお言葉は、武南高校水泳部の今後のさら
なる発展を存分に期待させるものでした。

大変お忙しい中、明るく取材に応じていただいた千葉
先生、麻生先生、安西選手、部員の皆様に大変感謝申し
上げます。武南高校水泳部の今後益々の御活躍を祈念し
ております。

【文責】伊東　和矢（大宮高等学校）
猪野　真史（松山女子高等学校）
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■はじめに
昨年度のＵ18陸上競技大会、今年度のインターハイ、
そして国民体育大会の三大会で見事優勝に輝き、「高校
三冠」を達成した田口侑楽選手を筆頭に、関東大会・全
国大会で活躍する選手が多く所属する国際学院高等学校
陸上競技部を取材させていただきました。
スケジュールの詰まった大変お忙しい中、顧問の兒玉
隆弘先生にご対応いただき、国際学院高校陸上競技部の
練習場を訪問させていただきました。この場をお借りし
て御礼申し上げます。
国際学院高校陸上競技部は、１年生７名、２年生７名、
３年生４名、計18名の部員数で活動しており、顧問の兒
玉先生をはじめとする、専門性の高いコーチ陣と共に
日々の練習に励んでいます。
顧問の兒玉先生、横山先生自身も競技経験があり、ご
自身の経験を生かした指導を行っています。さらに、
2021年から、現役の円盤投選手として活躍をされている
藤森夏美コーチも指導スタッフとなり、３人体制で生徒
への指導にあたっています。
■陸上競技部について
（１）顧問・コーチ	 （専門）

兒玉　隆弘先生	 （短距離）
横山　翔先生	 （やり投）
藤森　夏美コーチ	（円盤投）

（２）部員数
１年生７名
２年生７名
３年生４名

（３）活動場所・練習時間
平日２時間、休日３時間程度
月に２回は必ず完全OFF

（４）今年度の主な戦績
○関東大会
・女子100ｍ　：三島　６位
・女子200ｍ　：三島　２位
・女子400ｍＨ：河野　４位
・女子４×100ｍＲ：金子・三島・髙橋・田口　５位

・女子４×400ｍＲ：真下・田口・河野・三島　３位
・女子走幅跳：田口　３位
・女子三段跳：田口　優勝

〇インターハイ
・女子三段跳：田口　優勝（大会新記録）

○国民体育大会
・少年女子Ｂ100ｍ	 ：髙橋　優勝
・少年共通女子三段跳：田口　優勝

○Ｕ18／Ｕ16陸上競技大会
・Ｕ16女子100ｍ　：髙橋　８位
・Ｕ18女子300ｍＨ：河野　８位

○関東高等学校選抜新人大会
・女子400ｍＨ	：河野　優勝
・女子走幅跳	 ：関川　12位
・女子三段跳	 ：関川　７位
	 ：古河原24位
・女子円盤投	 ：山田　21位
・女子やり投	 ：山田　20位

■活動状況と練習内容
国際学院高校陸上競技部の練習の特徴は、「短時間集
中練習」という点です。兒玉先生は学校生活、日常生活
を重視されています。平日の練習状況をみても、16時頃
から練習が始まり、生徒が下校する時間は18時。帰り支
度の時間を考慮すれば、実質の活動時間は１時間30～40
分程度だそうです。練習を短時間でおこなうことで集中
力が上がり、早く帰宅できれば勉強時間や体のケアの時

その２　国際学院高等学校陸上競技部
第66回　練習場めぐり
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間を確保することできることで、「文武両道」を実践で
きています。
国際学院高校陸上競技部では走り込みはせず、「体の
使い方を覚えること」を指針に、ドリルや体幹トレーニ
ングをメインに実施しています。陸上競技は、「走・
跳・投」の基本の動きがあるため、投擲選手以外でも投
げの動作をトレーニングに取り入れ、体の使い方を覚え
ることにフォーカスしています。メディシンボール投げ、
動的ストレッチ、スティックジャンプやチューブを使っ
た技術ドリル、フレキハードルを使ったランなど、「移
動」「反動」「連動」をコンセプトにした練習で体の連動
性を高めています。

■指導方針
兒玉先生の指導方針で最も重要視していることとして、

「やり過ぎない指導」を挙げてくださいました。
兒玉先生は、これまでの指導経験を参考に、選手の動
きを「変えたい」という気持ちが強くなり、その結果、
たくさん練習をさせて選手の怪我につながってしまった
経験がある指導者もいらっしゃるのではと推察されてい
ます。そのため、怪我や練習の詰め込み過ぎにならない
ように、「やり過ぎない指導」を心がけているそうです。
さらに、生徒を指導するうえで「一貫性」「ポイント
を理解させる」ことも大切にされています。特に、数あ
る意識ポイントを選手がどれだけ理解して、実践できて

いるかが重要であるそうです。同じメニューでも、意識
するポイントが変われば、それは全く違う練習になるた
め、国際学院高校の選手の意識ポイントの理解度の高さ
が伺えました。また、「強豪校選手が実践している練習
に近いマネをしていてもそれは効果がなく、ポイントを
十分に意識した模倣かどうかが重要」という考えが印象
的でした。
国際学院高校の選手は、全員が常にメモ帳を携行して
おり、練習メニューや時間の管理にメモ帳を活用するこ
とがルールとなっています。また、スケジュール共有・
チャットアプリを活用して、選手の疲労度の把握やそれ
に合わせた練習メニューの提供につなげています。
指導者が選手の状況を把握し、その状況に応じた練習
メニューを提供し、その練習メニューの意識ポイントを
選手が理解して練習する。これらの取り組みが、「やり
過ぎない指導」の根幹となっており、短い練習時間でも
質の高い練習につながっていることが伺えました。

■チームの特徴と練習の雰囲気
キャプテンの関川選手にチームに関して何点かインタ
ビューをしました。
①チームの良いところは
→とても明るいところ
②他校に負けないところは
→基礎の徹底。これだけは負けません。
③ミーティングではどのような取り組みをしていますか
→質を意識して、個々が思ったことをしっかり話し、チ
ーム全体で共有しています。
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国際学院高校の練習中の雰囲気として印象的なのは、
声掛けが活発であることです。練習メニューに対して、
『キツイ！泣けてくる！』『でも頑張ろう！』『ファイ
ト！』といった声掛けが、選手の方から積極的に起こり
ます。これは、先生方が促しているわけでも、決まった
声掛けのフレーズがあるわけでもなく、選手から自然に
生まれたそうです。また、選手同士の練習中のアドバイ
スや意識ポイントの声掛けも活発に行われています。こ
れは、選手一人ひとりが練習メニューの意図や動きのポ
イントを深く理解し、全員で高め合おうという姿勢が共
通であることが伺えます。
また、我々取材班に対しても、『イスをご用意いたし
ましょうか？寒いので部屋の中もどうぞ！』といった気
遣い溢れる声掛けをいただきました。競技のことだけで
なく、周りへの気配りにも意識を向けていることが伺え
ました。

■今後の目標
チームの目標を関川キャプテンに、そして全国大会で
優勝経験のある田口選手、髙橋選手に今後の目標を伺い
ました。
・チームの目標【関川選手】
今年田口選手がインターハイを制して、可能性が広が
ったような気持ちが高まった。来年度もインターハイに

一人でも多く入賞・優勝して、より可能性を高めていき
たい。

・今後の目標【田口選手】
自分の三段跳の強みは、ホップでの距離。技術練習自
体はあまり多くないが、成長を感じられたと思うのは、
全国合宿の時に学んだ技術などであり、地面の捉え方の
意識が良かったと思う。
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次のステージでの目標は、『全日本インカレ優勝』、そ
して世界陸上やオリンピックなど、世界で活躍したい！

・今後の目標【髙橋選手】
自分の100ｍの強みは、30ｍからの加速力。力感なく
自然と前に、という兒玉先生の理論と非常にマッチして
いると思っている。
来年のインターハイでは入賞を、再来年のインターハ
イでは高校新記録で優勝を目標にしている。
大学でも続けて、オリンピックなど世界で戦える選手
になりたい。

■おわりに
お忙しい時期に、快く取材に応じていただいた兒玉先
生・横山先生をはじめ、国際学院高校陸上競技部の選手
の皆さんにこの場をお借りして御礼申し上げます。今後
の更なるご活躍をお祈り申し上げます。

取材・文責：勝谷徳仁（県立浦和高校）
仲丸雄大（県立川口工業高校）
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第 76回　学体協講習会

みなさんこんにちは。土屋です。今日は時間が限られ
ている中、三つほどお話ししたいと思っています。タイ
トルは「NO！スポハラ」生徒の主体性を育むコーチン
グの実践ということでお話をさせていただきます。

一つ目はこの「NO！スポハラ」。新しい潮流として
新しいムーブメントが起こっていますので、それをみな
さんと共有したいと思っています。二つ目はティーチン
グとコーチング。ティーチングとコーチングの違い、今

流行りのコーチングとは何か、みなさんと一緒に考えた
いなと思います。最後に三つ目は自己への気づきと指導
者としての成長についてお話しできたらと思います。

面白くて役に立って、なおかつ、科学的な根拠がある
ようなお話ができればと思いますが、足りない部分は先
生方にいろいろ助けていただきながらと思っております。
必要な資料はすべてお持ち帰りいただいて、各学校の他
の先生方と共有していただけたらいいなというふうに思
っています。あれも駄目、これも駄目、ハラスメントの
話をなんで私が聞かなければと思っている方も多いのか
なと思います。先生方のお戻りになった現場で「馬鹿野
郎」と怒鳴っているようなコーチがいる時にぜひ「もう
時代は昭和から平成になって令和ですよ」と、「もうそ
んな昭和の指導をやったら笑われますよ」というような
ことを言ってほしいな、広めてほしいなということでお
話しさせていただきます。

スポーツ環境も凄く変わっています。学校運動部の地
域移行は、埼玉県ではどんなふうに進んでいらっしゃい

「NO！スポハラ」
～生徒の主体性を育むコーチングの実践について～

令和５年12月15日（金）
大阪体育大学教授

土屋　裕睦氏
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ますか。いろんな先進事例などもあるのかと思いますが、
私たちから見ると今のままで良かったのにと思いながら
も、なかなかそうもいかない事情はあるのです。私たち
自身学び続ける、学ぶことをやめたら知ることはできな
いと言われていますので、学び続けることが必要という、
そんな背景のもと、お話しさせていただきます。

2013年に暴力等根絶宣言が出ています。もう体罰をや
めましょうという意味ですね。私はずっと大学生に定点
調査をしています。大学１年生が入ってきたら、小学校、
中学校、高校の部活動で叩かれたり、蹴られたりしたこ
とがありますかと聞いていますが、もう本当に少ないで
すね。2013年当時はだいたい４割ぐらいの人がそういう
経験があると答えていたのですが、ちょうど10年でこの
体罰問題は相当改善しているというのが私の認識です。
暴力等根絶宣言から10年経って、「NO！スポハラ」の
活動が2023年４月から始まりました。始まったばかりで、
むしろ知っていることが稀で、一般の方はほとんどご存
知ないと思います。

ところで、愛の鞭としてのビンタはありか、なしか、
アウトかセーフかと聞きますけど、どうでしょう？部活
動を指導なさっている先生方から見てアウトかセーフか

グレー（状況によりけり）か。
セーフが１名いますね。ありがとうございます。もう

これは本音で語っていただいたのか、あるいは押し間違
えたのか。ちょっと分かりませんが。グレーの方が２名
ぐらいいらっしゃる。状況によってはやむなしかなって
いう方もいらっしゃるのでしょうかね。でも圧倒的に多
数の方々がアウトだと。今日は教員の方が多くいらっし
ゃるので、そうするとこういった結果になるのです。こ
れを一般の方にやるともっともっとセーフが増えます。
グレーも圧倒的に増えます。「うちの子供はやんちゃな
ので、言うこと聞かなかったらバシッとやってくださ
い。」、「そのかわり中学校でいい成績をとって、高校は
いいところに入れてください。」、「もう先生預けました
からお願いします。」と言われると、そうすると部活動
指導員はプレッシャーですよね。今どきの中学生は、な
かなか言うことを聞かないので、ちょっとは厳しくやら
なきゃいけないと思ってしまう。教員は法律上懲戒権を
もっています。でも体罰は駄目だと法律に書いてありま
すから、そうすると愛の鞭のビンタというのは体罰にあ
たりはしないか、この禁止されている体罰にあたると思
われるのでアウトだと答えられることの方が多い。正解
です。これは教員の方の特徴です。一般の方はもっとも
っとセーフだとかグレーだって言われる方の割合が多く
なります。

次に、アスリートがファーストというと何がセカンド
ですか。なにか思いつくことを言ってください。正解が
ないから私調べてみたら三つぐらい言葉があるのです。
アスリートファースト、ほにゃららセカンド。その「ほ
にゃらら」について考えてみようと思います。みなさん
何が思いつきますか。メンチメーターで皆さんの回答を
見てみましょう。ライフセカンド。これは重いですね。
言葉の意味が。ライフセカンドっていうことは自分の私
生活を犠牲にしてという意味ですかね。部活動に打ち込
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んでいて、私も土屋家では早くから家庭内戦力外通告を
受けまして、パパは役に立たないということで。土日は
ずっと仕事とか部活とか行っていて、うちの子供と遊ば
ないで、人様の子供と遊んで何が楽しいのなんて、妻か
らはちょっと嫌味を言われたりもしておりました。

当時はあまり気にもしなかったのですけど、今は本当
に後悔しています。パパは出産の時にいなかったとか、
パパは PTA の行事に来たことがないとか、ずっと言わ
れています。どうでしょう。みなさんは大丈夫ですか。
お見受けすると若い先生がいっぱいいらっしゃるので、
まだ間に合います。60になるともう間に合わないので、
まだ若い先生方、間に合いますよ。アスリートがファー
ストでコーチがセカンドですね。これよく言われますよ
ね。あと何がありますか。勝利セカンドね。アスリート
がファーストで勝利、勝つことは二の次ですよ。働き方
セカンドね。スタディ。これは面白いですね。アスリー
トファースト、スタディセカンドですね。勉強をあまり
しないで部活ばっかりやっている子がいるのではないか
とか。オーディエンスセカンド。サポーターセカンド。
健康セカンド。これもなんか重いですね。アスリートが
ファーストで健康セカンドになっていたら駄目ですよね。
天才セカンドとかなかなか面白いものがありますね。私
時間というのもありますね。みなさん、いろいろと考え
てくださって、ありがとうございます。ウィンセカンド
もありますね。アスリートがファーストでウィンがセカ
ンドだと。どんな意味合いがあるかちょっと触れたいと
思います。

ここからコーチングの新たな潮流についてお話ししま
す。「NO！スポハラ」とは、2012年の体罰問題からつ
ながっています。当時高校２年生のバスケットボール部
員が顧問の体罰を理由に自死するという悲劇が起きまし
た。私たちの大学の近くにある名門校で起きたこの事件
は様々な意味で深刻な問題でした。このような体罰問題
が発生すると、被害者だけでなく、加害者の家族にも影
響が及びます。これらの出来事をきっかけに、2013年に

はスポーツ界全体で暴力行為を根絶するための宣言が行
われ、叩いたり蹴ったりする行為を止めるべきだとの呼
びかけがなされました。特にスポーツ少年団においては、
動画が拡散され、子供たちが叩かれる様子が問題視され、
スポーツ界全体で改善が求められました。

それで、また10年経って、なぜまた同じような
「NO！スポハラ」活動をやっているかというと、10年
経って体罰そのものは減りましたが、今見ていただいて
いるグラフはスポーツ協会に不適切指導で問い合わせの
あった件数を示しています。真ん中のここ減っているじ
ゃないかという声がありますが、コロナでスポーツ活動
が休止されていた期間ですから、ここの期間を除くとず
っと右肩上がりで、今年度はどうも過去最高だった昨年
度を超えるのは間違いないと言われています。現場では、
体罰は本当に改善されているという声が上がっているに
もかかわらず、通報が増加している理由について、言葉
の暴力や小学校や中学校までの保護者からの問い合わせ
が大きな影響を与えていることが挙げられています。

具体的な例として、スポーツのコーチがグラウンドで
「馬鹿野郎」のような不適切な言葉を使うことに対して、
地域の住民が「不適切だ」と指摘する相談が増加してい
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るとのことです。
地域社会がスポーツ指導に対して非常に厳しい目で見

ており、その結果、問題があると感じた場合には積極的
に声を上げるようになっています。これを機会に叩いた
り蹴ったりはしてはいけないだけじゃなくて、そういっ
た言葉の暴力も含めてハラスメント全体をなくしていこ
うということで、この「NO！スポハラ」活動が始まり
ました。

「NO！スポハラ」活動の主催団体には、スポーツ協
会、中体連、高体連も入っています。中学校、高等学校、
スポーツ少年団の指導者も私知りませんでは済まされな
くなっています。大学も大学スポーツ協会ができました。
悪質タックル問題とかあっても、「いやいや、あれは部
活が勝手にやったことで大学は関係ありません。」と今
までは言っていましたが、もうそんなのは許されない。
大学がちゃんと責任とりなさいということで日本版
NCAA のような取り組みが導入されています。

また、「NO！スポハラ」を広めようと元全日本女子
バレーボール選手の益子さんが、「監督が怒ってはいけ
ない大会」を日本各地で開催しています。子供の大会で、
監督がついつい「何やっているんだ」とか「馬鹿野郎」
と怒ってしまうと、オコール賞とかドナール賞と表彰さ
れる仕組みがあるようです。この方がスポーツ少年団の
本部長に就任されました。おそらくスポーツ少年団の本
部長として女性が就任するのは初めてのことかもしれま
せんが、私はこれを非常に歓迎しています。この方自身
がスポーツ少年団の本部長として、「NO！スポハラ」
の理念を広めているのであり、今後私たちが預かる生徒
や学生は、この指導のもとで成長した可能性が高いです。
私たちが昭和の指導スタイルを継続することは難しく、
社会や子供たち自体が変化している中で、「何をしてい
るんだ」「馬鹿野郎」といった表現はもはや受け入れら
れない時代になっています。そのため、これからは新し

いアプローチや価値観を理解し、この「NO！スポハ
ラ」の理念を是非覚えていただきたいと思います。

「NO！スポハラ」の活動は、簡単に言うと誰もが安
全安心にスポーツを楽しめる社会を作るためのものです。
スポハラを許容する環境を作らない。いわゆる「叩いた
り蹴ったり駄目ですよ」っていうのは、まだ学校教育法
に書いてあるから「法律違反だから駄目ですよ」で十分
でした。これに対する取り組みは過去10年で相当改善さ
れました。しかし、今求められているのは内部規範を通
り越して、単に法的な基準を満たすだけでなく、社会規
範やフェアプレイの精神、インテグリティ、高潔性、誠
実性などに基づく指導です。

先輩が後輩をいじめるような環境をそのままにしてい
たり、あるいは僕らが知らないような暗黙の了解とか、
１年生が仕事しなきゃいけないとか、そのようなものが
そのまま残っているのであれば、「指導者としてどうな
んですか」と社会規範に照らしてどうなのかということ
が問われるということです。これって簡単じゃなくて、
例えばいろんなハラスメントの類型があると思います。

差別的発言について、ここにお集まりの方は差別発言
とか誰もしないと思います。したいと思ってしている人



― 251 ―

は誰もいないと思います。例えば今の通報はどんなもの
があるか、一つ例をあげると、こういうものがあります。

「おい、○○」とニックネームで呼んだ。これで通報さ
れています。コーチは、中学生たちと親しくなりたいと
いう理由から、キャプテンにある子のニックネームを尋
ねたと説明しています。ある子は「ツッチー」と呼ばれ
ていて、別の子のニックネームは「チビタ」と呼ばれて
いると教えてくれました。それで、部活の時にある子に
対して「おい、ツッチー」と呼ぶと、ツッチーは呼ばれ
て、なんか嬉しそうに返事をし、コーチはしめしめと思
うわけです。次に「おい、チビタ」と言うと、はいと返
事をします。すると、「おい、チビタ」と呼ばれた子が
家に帰ったら、「ママ、コーチが僕のことチビタって呼
ぶんだけど、僕、嫌なんだけど」とお母さんに言うわけ
です。母親はすぐに校長先生のところに行き、相談しま
した。何で身体的特徴を捉えた差別発言をするのですか
と。これが問題となり、コーチに対して指導者としての
責任が問われています。コーチは生徒との親しみを込め
たい一心で行動したという背景があります。どうすれば
良かったのでしょうか？例えば少なくとも子供たちに、
先生は親しく呼びたいので、部活の時に「コードネーム
をつけるのどう」みたいな質問をしたら良かったのでは

ないか。「君は何と呼ばれたいか」と本人に聞けば良か
ったですね。つまり生徒を主体にして、生徒を中心に考
えれば良かったのですが、独りよがりで「おいおい、キ
ャプテンあいつはなんて呼ばれているんだ？」とニック
ネームでやってしまったことが失敗かもしれないですね。

こちらは、実践グッドコーチング～ハラスメントのな
いスポーツ指導のために～という簡単なテキストです。
書いているのは私以外に法律の専門家の星野先生。一応、
法律の観点からもどうなのか見てもらった上で書いてい
ます。まだ事例はいっぱいあります。集中力がないプレ
ーヤーを怒鳴りつけることが問題となっています。実は
その子は発達に課題がある可能性があり、その点に関し
てはお母さんから伝えられていなかったようで、お母さ
んは集中力に課題があり、理解が難しい部分があること
を指導員に伝え、特別な配慮をお願いしたようです。し
かし、発達障がいの可能性については言及されていなか
ったようです。結果、「お前いつも間違えるな」、「何度
言ったら分かるんだ」、「またやってるなお前」、「何やっ
てんだ、馬鹿野郎」と言ってしまった。このケースも、
怒るより本人にどうしてほしいか聞けば良かった。そう
すると口頭での指導だけでなく、書面での情報提供や黒
板に書いて示してほしいと教えてくれる。これも本人、
プレーヤーが主体ではなく、独りよがりで指導したこと
による失敗ですね。愛の鞭も同様です。何度言っても同
じミスを繰り返す場合とか、チームの規律を乱したのに
反省してないとか、あるいは愛の鞭の結果、なんかやる
気が出て、いい練習ができたとか、その結果、勝てたみ
たいな状況が揃うと、愛の鞭としてのビンタはセーフっ
て言われることが多いです。しかし、それはアウトです。
ビンタしなくてもやる気にする方法は、先生方お持ちで
すよね。ビンタしなくたって、本人たちの心に火をつけ
てやればいいわけで、ビンタにかわる方法もありますよ
ね。子供たちを中心にした場合、ビンタっていうのが一
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番の正解なのかという点で考えなければいけない。体育
系の学生さんでも10人いれば２人ぐらいはセーフって言
います。理由は特に本人教育のためというのが入ると、
一気にその愛の鞭としてのビンタがいわゆるセーフ、容
認されるという傾向が一般社会では多い。だから私たち
も体育の先生になりたいという学生さんが多いので、そ
の人たちに君はそう思っているかもしれないけど、他の
人はどう思っているか話し合ってみましょうということ
で時間を取ってやっています。一方的に僕が教えても、
本人たちの信念だから、自分は叩かれて強くなったと思
っている学生もいるので、その子たちをどう変えていく
かということをやっています。

なぜ、駄目かとはいろいろありますが、一つは、学校
教育法第11条に書いてあるからです。懲戒を加えること
ができるが、体罰は駄目だとしっかり書いてあるから駄
目なのです。他にも、主体性が育たないし、理性がきか
なくなるとか、自尊感情がなくなるとか、あとは自分も
暴力を振るうという再生産されることも大きな問題とな
っていると思います。主体性が育たないってことは本当
に大きな問題です。みなさんに本音でお話すると、例え
ば牛や馬を調教するのにこれを使っています。動物の行
動を変えるために一番手っ取り早い、良い方法なのです
ね。例えばタイの象は、観光で私たちを乗せたりするこ
とができますが、象が本気で暴れたら人間なんか太刀打
ちできないですよね。でも象は小っちゃい頃から勝手な
ことやったらバシ、と叩かれるので、自分の思うように
やると叩かれるからしないようになってしまう。無力感
を学んだというわけですかね。それと同じ方法で部活動
を指導しますか。それと同じ方法で教育しますかという
ことなのですよね。確かに効果はあります。でもそれは
牛や馬、あるいは動物を調教する方法だから、その方法
を教育やスポーツで使うのはもうやめませんかというの
が、私たちのコンセンサスなのです。体罰のデメリット

としての一番は、本人の主体性が育たないこと。何も文
句言わないで鞭打たれる象を作りたいのですか。そのあ
たりが一番のポイントだと思います。

先生方も近くにハラスメント傾向の強いというか、愛
の鞭は必要だと言っている人がいたら、ぜひみなさん、

「愛の鞭は単なる無知ですよ」、「知識不足ですよ」と教
えてもらえたらなと思います。未だにそれをやっている
っていうのは勉強不足か、あるいはバシンとやること以
外に他の方法を知らない知識不足か、あるいは今時の中
学生はこれぐらいやらないとみたいな認識不足のどれか
なので、何とか認識をあらためてもらいたいですね。

「NO！スポハラ」というのは軽視してはいけないこ
とを付け加えておきます。高校の先生方は、保健体育の
教科書に精神疾患の予防が入りましたよね。理解と予防。
これも唐突だったからびっくりしたのではないかと思い
ます。小中高生の自殺が止まらないのです。昨年度514
人。子供たちが減っているのに自殺が増えているって本
当に悲しいことで、そのきっかけに実はスポーツがある
のではないかとも言われています。例えば、「“体罰は人
生を変える”17歳女子高生の訴え」。これはソフトボー
ル部ですね。もう本当に自分は死ぬしかないと考えてい
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るようなケースがあったりとか、あるいは実際に死んで
しまった事例もあります。

ここで強調したかったのは、軽視される理由があるか
らです。なんである日突然、生徒が死んで、みんなどう
したんだってなるかというと、生徒は直前まで明るく振
舞うからです。スポーツ少年団の本部長の益子さんも最
初にビンタされた時、親に言えなかったと言っていまし
た。親を心配させたくない。もう努めて明るく明るくし
て、大丈夫だよと言って、ある日突然にもう駄目になる
という。明るくて元気な子、集団圧力、みんなＡ子ちゃ
んもＢ子ちゃんもＣ子ちゃんも我慢してるのだったら私
も我慢しなきゃと思って、ギリギリまで我慢するんです
ね。なおかつ保護者にすらそれを言えない。例えば、僕
だったら保護者も剣道をやっていて、その保護者が先生
預けましたって預けたりすると、もう指導者も保護者も
同じで、自分に期待する人だから、その人たちを悲しま
せちゃいけない、私が頑張らなきゃいけないと。ギリギ
リまで我慢して、もうある日突然バンと、そういう事案
が起こるということを何度も目にしている。だから本当
にスポハラっていうのは軽視できない。

もし先生方、部活動の場面で楽しそうにしている子が
相変わらずニコニコしながら、「先生ちょっと話聞いて」
なんて言ったら、ぜひちゃんと聞いてあげてほしい。も
しかしたら担任とか、あるいは保護者にも言えないよう
なことを部活の先生には言う可能性があります。部活の
先生ってやっぱり特殊だと思うので、一緒に汗を流して、
自分のこと分かってくれている先生かもしれないので、
ちょっとこんなことで困っているのだけどみたいな話が
あったら、是非、３分でいいので聞いてあげてほしいな
と思います。逆に部活で救われている生徒さんが相当数
いるだろうなということも感じております。どうでしょ
う、心当たりありますか？教員として、生徒が困ってい
る場合、軽視せずに真剣に向き合うべきです。相手が笑

顔で平気そうに見えても、内心で悩んでいる可能性があ
るからです。たとえカップラーメンを作っている最中で
あっても、３分間、相手の話を聞いてあげましょう。カ
ップラーメンがのびて焼きそばに変わってしまったとし
ても、大切なのは相手の気持ちです。

アスリートファースト、コーチセカンドという言葉が
あります。これはよく分かりませんね。アスリートの成
長を支える一方で、コーチ自身や家族、保護者も幸せに
なることを忘れてはいけません。コーチもファーストで
あるべきです。

また、アスリートファースト、コーチセカンドという
考え方は日本独自のものであり、海外ではあまり見られ
ない表現です。最近では「アスリートファースト、チル
ドレンセカンド」という言葉も注目されています。国際
人権団体のユニセフが、日本に対して、子供たちをアス
リートとして育てる一方で、子供としての幸福を見逃し
ていないか警鐘を鳴らしています。

このテーマは、指導者としての責任を考える上で重要
です。スポーツ立国戦略のもとで育てられたアスリート
たちが、本当に幸せな人生を送っているかどうか、研究
する必要があります。プレイヤーズセンタードという言
葉を使って、アスリートという枠を超えて、スポーツを
楽しむ主体性を大切にしましょう。全員が幸せになるた
めに、私たちもファーストであるべきです。

「プレイヤーズセンタード」とは、アスリートファー
ストよりもプレイヤーを中心に据え、プレイヤーの主体
性を重視する新しい潮流です。ウェルビーイング（幸
せ）を追求し、持続可能な幸福を目指す考え方です。部
活動においては、自律性、有能性、関係性を大切にし、
子供たちが主役感を持ち、自分たちができると思える環
境を作ることが重要です。また、言語的説得やイメージ
トレーニングを活用し、内発的な動機づけを高め、部活
動を楽しみながら成長できる場を提供しましょう。体罰
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に代わる方法として、自己決定理論を活用し、子供たち
の有能感を育むことが重要です。部活動においては、主
体性を持たせ、関係性を大切にすることで、子供たちの
心に火をつけ、叩いたり蹴ったりしなくても自発的に目
を輝かせて活動できる環境を作りましょう。

皆さんが指導なさっている部活動はどうでしょうか。
子供たちは自分が主体になってやってますか？どうでし
ょう？お母さんに言われてとか、うちの中学校は全員加
入だからとか。例えば、キャプテンや副キャプテンだけ
ではなくて、係を決めてみんな何かの係をやってると、
主役感が出てきますよね。自分はレギュラーとして試合
に出ないけど、でも道具係としてこういうのをやってる
んだと思うと、自分が主役感が出てきます。

有能感はどうですか。やればできると思ってますか？
半分ぐらいの子たちが県大会の出場を目指しているレベ
ルだと思いますが、県大会に出られると思ってやってい
ますか？心理学に言語的説得という理論があります。信
頼できる人から、言葉で「君はやったらできるよ」と言
われると、やる気や有能感が湧くそうです。それだけで
はつまらないので、例えばイメージトレーニングを取り
入れて、自分たちが県大会に出てるイメージや、自分た
ちが上手にできてるところをイメージしてみるのも１つ
の方法です。

関係性はどうでしょう。どんな楽しい時間にしてます
か。もしみなさんが運営されている部活動で、例えばあ
まり上手ではなく試合に出るほどではないけど、とにか
く毎回毎回楽しそうに部活に出て、部活をやってる時間
よりは休憩時間にわちゃわちゃ友達と楽しそうに話して
いる子がいたら、それはもう皆さんの指導の賜物でしょ
う。

部活動は学生にとって楽しい時間であり、居場所を提
供します。特に、家庭環境で居場所を見つけるのが難し
い学生にとって、部活動は重要な役割を果たします。部

活動を通じて、学生は自律性、有能性、関係性を高め、
主体性を育てることができます。

部活動の指導は、学生の内発的な動機づけを促進しま
す。初めは先生に褒められたい、全員が参加しているか
ら、といった外発的な動機から始まるかもしれませんが、
部活動を通じて学生自身が上手になり、楽しみを見つけ
ると、内発的な動機づけに移行します。これにより、学
生の心に火がつき、やらせる指導から学生自身が主体と
なる指導へと変わります。

しかし、この変化を一瞬で起こす方法は、叱ることや
罰することではありません。それは表面的な行動だけを
見ているだけで、学生の心に火をつけるものではありま
せん。真の教育は、学生の内発的な動機づけを引き出す
ことです。

教員は、観察力、指示力、質問力といったスキルを持
っています。特に、部活動を指導する教員は、学生の様
子をよく観察し、適切な指示を出す能力があります。ま
た、良いコーチは良い質問をすることができます。これ
らのスキルは、学生の内発的な動機づけを引き出し、学
生の心に火をつけるために重要です。

先入観について考えてみたいと思います。先入観とは、
ある物事に対するあらかじめ持っているイメージや信念
のことです。これが教育現場でどのような影響を及ぼす
か、具体例を挙げながら見ていきましょう。

先入観が与える影響は、時に我々が意識していないと
ころで大きなものとなります。例えば、ある生徒が以前
に何度か失敗した経験があると、私たちはその生徒を

「下手だ」「失敗しやすい」というイメージで見るかもし
れません。しかし、このような先入観があると、生徒の
良い面を見逃してしまう可能性があります。私たちは、
その生徒にもきっと素晴らしい才能や可能性があること
を忘れてはなりません。

ここで重要なのが、「ピグマリオン効果」と呼ばれる
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現象です。これは、教師が生徒に対して期待を持ち、そ
の期待に応えるように生徒が行動するというものです。
教師が「この子には素晴らしい可能性がある」と信じ、
それを伝えることで、生徒が成長しやすくなるとされて
います。つまり、私たちの期待が生徒に影響を与えるの
です。しかし、逆に言えば、先入観や偏見によって生徒
の可能性を見逃すこともあります。私たちは、一人一人
の生徒に対してオープンであり、前向きな姿勢を持つこ
とが大切です。

さて、先入観を払拭し、全ての生徒に公平なチャンス
を与えるためにはどうしたらよいでしょうか。その第一
歩は、観察力を磨くことです。同じ状況でも、異なる視
点で物事を見ることが重要です。また、生徒一人一人の
良い面や可能性を見逃さないように心がけましょう。

最後に、先生方には指示伝達の際にも注意を払ってほ
しいと思います。先入観によって、指示が上手く伝わら
ない場合があるかもしれません。生徒とのコミュニケー
ションにおいても、柔軟な姿勢を持ち、常に相手の可能
性を信じることが大切です。先入観に振り回されず、全
ての生徒に対して公平かつ前向きな教育を実践していき
ましょう。それが、生徒たちの可能性を最大限に引き出
す鍵となるでしょう。

教育現場において、指示の伝達は非常に重要です。し
かし、指示が適切に伝わらないと、生徒たちが混乱し、
効果的な学習が阻害されることがあります。そこで、今
回は指示伝達に関する重要なポイントについて考えてみ
たいと思います。

まず、指示を伝える際には、明確で簡潔な言葉を使う
ことが大切です。先生方が示唆されているように、バラ
バラとした指示や長々とした説明では、生徒たちが内容
を理解するのが難しくなります。ですから、ウォーミン
グアップから始めて、段階的に指示を与えることが良い
でしょう。

また、指示の伝達においては、コミュニケーションス
キルが不可欠です。先生方は、授業や部活動で生徒たち
とのコミュニケーションを通じて、適切な指示を与える
方法を習得することが重要です。具体的な方法としては、
簡潔で明確な言葉を使い、生徒たちが理解しやすい形で
指示を提示することが挙げられます。

さらに、指示の伝達においては、質問の使い方も重要
です。クローズドクエスチョン（はいか、いいえで答え
る質問）とオープンクエスチョン（自由な回答が可能な
質問）を適切に使い分けることが必要です。生徒たちと
の対話においては、オープンクエスチョンを多用し、彼
らの考えや感情に耳を傾けることが重要です。

最後に、先生方が指示の伝達方法を向上させるために
は、他の先生の授業を参観することが有益です。他の先
生の授業を見学することで、新しいアイデアや方法を学
ぶことができます。また、教育委員会や地域の教育関係
者との協力も重要です。お互いの指導方法や経験を共有
し合うことで、より効果的な指示伝達が実現できるでし
ょう。

指示伝達は教育活動において欠かせない要素です。正
確で分かりやすい指示を伝えることで、生徒たちの学習
効果を最大限に引き出すことができます。引き続き、指
示伝達のスキルを磨き、生徒たちがより良い学びを得ら
れるよう努めていきましょう。

教育現場において、指導者が採用する手法には様々な
ものがあります。その中でも、ティーチングとコーチン
グは二つの主要なアプローチです。今回は、これらの手
法の違いと、適切な使い分けについて考えてみたいと思
います。

まず、ティーチングは伝統的な指導方法であり、指導
者が知識や技能を直接教えることに重点を置いています。
これは、新しいコンセプトやスキルを導入し、基礎的な
理解を確立するのに効果的です。例えば、学期初めや新
しいトピックの導入時によく使われます。
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一方、コーチングは、生徒やチームメンバーが自己成
長を促進するのに役立つ方法です。指導者は質問を通じ
て、生徒たちが問題解決能力や自己理解を深める手助け
をします。このアプローチでは、生徒たちが自ら問題を
解決し、目標に向かって進むことを重視しています。

両方の手法を適切に使い分けることが重要です。特に、
質問の使い方がポイントです。質問は、相手に主導権を
与えるため、コーチングの場面でより活用されます。生
徒たちが考え、自ら行動することを促すために、質問を
多用しましょう。

また、状況に応じて、ティーチングとコーチングを使
い分ける必要があります。初めての概念や技術を教える
場面ではティーチングが適していますが、生徒たちが一
定の理解を得た後は、コーチングに移行することで彼ら
の自己成長を促進できます。

最後に、指導者は生徒やチームメンバーの主体性を大
切にすることが重要です。ティーチングでは指示を多用
しますが、コーチングでは質問を通じて相手に主体性を
促します。相手が自ら考え、行動することで成長が促進
されます。

ティーチングとコーチングは、教育現場で非常に有用
な手法です。適切に使い分けることで、生徒たちの学び 

や成長を最大限に引き出すことができます。指導者とし
て、両方の手法を熟知し、状況に応じて柔軟に対応する
ことが求められます。

指導者として、私たちは常に生徒やチームメンバーの
成長を促進するために努力しています。その中で、ティ
ーチングとコーチングという二つの手法が重要な役割を
果たします。しかし、どちらの手法を使うかだけでなく、
どのような質問をするかも重要です。

指示をすることは簡単ですが、質問を通じて相手の考
えを引き出すことは、より意味のある学びや成長を促進
します。質問を通じて相手に主体性を与えることで、彼
らは自ら考え、行動する能力を育みます。

例えば、部活動の指導では、生徒たちにどのような練
習方法を好むか尋ねることが重要です。彼らが自らの意
見を述べることで、より良いチームワークやモチベーシ
ョンを生み出すことができます。

また、質問を通じて相手に対する関心を示すことも重
要です。生徒やチームメンバーが自らの考えや感情を述
べる機会を与えることで、彼らは安心感を得ることがで
きます。

最後に、失敗から学ぶことも大切です。失敗を恐れず、
質問を通じて自己成長を促すことで、生徒やチームメン
バーはより強い意欲を持ち、積極的に取り組むことがで
きます。

指導者として、私たちは常に質問を通じて相手の主体
性を引き出し、成長と学びを促進することが求められて
います。指示だけでなく、質問を通じて相手と共に成長
することを大切にしましょう。

指導者として、私たちは常に成長し学び続けることが
求められます。今回の研修会では、グッドコーチングに
ついての様々な視点を学び、新たな気づきを得ることが
できました。

まず、指導者としての役割を考える上で重要なのは、
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ティーチングとコーチングのバランスです。指示だけで
なく、質問を通じて相手の主体性を引き出し、成長と学
びを促進することが大切です。特に、生徒やチームメン
バーの意見や感情に関心を示し、彼らの視点を尊重する
ことが重要です。

また、メンタルトレーニングや生理周期に関する理解
も指導者として必要なスキルです。生徒やチームメンバ
ーが不安定な状況に直面した際には、適切なサポートを
提供し、彼らの心の安定を支えることが求められます。

さらに、研修会では他の指導者の実践も学ぶことがで
きました。他のコーチの実践を目の前で見ることで、自
身の指導方法を振り返り、改善点を見つけることができ
ます。また、他の指導者を責めるのではなく、共に学び
合い、成長することが重要です。

最後に、私たち指導者は常に目標を持ち、自己成長を
促進することが求められます。今回の研修会を通じて得
た知識や経験を活かし、さらなる成長を目指していきま
しょう。

今後も、生徒やチームメンバーの成長を支えるために、
指導者としての役割を果たしていきたいと思います。あ
りがとうございました。

文責　永田真也（埼玉県立上尾南高等学校）
山田聖悟（埼玉県立春日部高等学校）
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